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上田城と桜

環境経営レポートの作成にあたって

レンゲツツジ
（美ヶ原高原） 美ヶ原高原

菅平高原

塩田平田園

稲倉棚田

千曲川

次世代に引き継ぎたい信州上田の風景

コムパックシステムは一般ダンボールを主要販売商品として、その他強化ダンボール
や緩衝材を製造販売しております。地域で生産される工業部品・機械、医療機械製品、
食品、野菜や果実・花卉などの青果物等を梱包輸送する環境に優しい資材を提供する
ことで地域の発展に寄与してまいりました。
一方、限りある資源、電力をはじめとした各種エネルギーも消費しながら各種包装資
材を生産することで、少なからず環境・社会にも影響を及ぼしております。
それらの活動が環境へ及ぼす影響度合い、そしてそれらの負荷を削減させるための活
動や環境コミュニケーションへの取り組み、そして当社の想う理念などを分かりやす
く記載しております。
日頃当社の事業活動にご理解いただいている地域の方々をはじめ、すべてのお取引様、
そして何より日々業務に励んでいる全社員に対してのコミュニケーションツールのひ
とつとして、74期の環境報告書として、また理念をはじめとして当社の進むべき方向
性を伝える資料として作成しました。



1950年（昭和25年）、長野県上田市において旧専売公社（現日本たばこ産業㈱）上田工場構内での輸送
用木箱納入業者として創業し、それ以来地域の皆さまにご愛顧を賜り、おかげさまで74年を経過すること
ができました。
創業当初はたばこを輸送するための木箱製造業者でしたが、時代の変遷とともにダンボール、そしてモノ
づくりが盛んであった長野県東北信地域のニーズを満たすために強化ダンボールや高機能緩衝材もライン
アップした総合包装業へと進化発展してまいりました。
現在は地域で生産される各種機械・工業製品や食品・雑貨など様々な業種の商品を日本のみならず世界各
国へ輸送するための包装資材各種をご提供し、また日本を代表する農業県として地域で収穫される野菜や
果実など生産者の皆様が大切に育てた青果物商品を梱包・輸送するダンボール等、地域に深く根を張りこ
れまで徹底した地場産業として展開してまいりました。
当社は完全な受注産業であることから、地域の進歩発展（モノづくり生産活動、青果物の順調な収穫）が
なければ当社の発展も当然ありません。昨年は全国各地で猛暑の新記録が続出し夏の平均気温は観測史上
最高となりました。
その要因はいつくかあるそうですが、地球温暖化による気温の底上げが大きく影響していると報道されて
います。その影響が当社の事業活動にも悪影響を及ぼし、長野県の名産品のひとつである秋のリンゴの収
穫量が過去最低といわれるほど低迷いたしました。記録的な猛暑で日焼けや胴割れが発生し当社のダン
ボール受注も大きく低迷してしまいました。

Top Message

上田城と桜

毎年発生する異常気象が原因で、これまでも当社の春から秋にかけてのメイン生産品目である青果物用ダ
ンボール受注状況にも少なからず影響を及ぼしておりましたが、昨年の猛暑の影響は近年にないほど販売
状況に大きく影を落としました。この状況に直面し、眼前のリスクを「自分ごと」として捉え、社員と共
に何とかこの負のスパイラルを止めたい・止めなければならない、という想いで微力ではありますが環境
貢献活動に全社で取り組んでおります。しかし残念ながら当社だけではこの状況を変えることはできませ
ん。そこでここ近年は、これまでの環境活動を通して知り合った方々（地域の環境団体・地域団体・学
校・行政機関など）との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を通じて、1社では限界がある取り組みを、同じ理念や想いを
持った仲間との協業でより大きな成果を出すような取り組みを進めています。レポート内でも触れていま
すが、“環境にも人にも優しい”共同開発商品を大学と連携し上市（のちに上田市のふるさと納税返礼品と
しても登録）し、環境配慮とともに地域活性化にも貢献することができたことは大きな成果となり今後の
大きなヒントにもなる出来事でした。また当社開発商品がプラから紙への転換をしCo2排出量削減に大き
く貢献したことが評価され「2023日本パッケージングコンテスト」で、環境活動を本格的に始めてから7
回目の受賞をするなど本来業務の商品開発にも取り組み成果が出ております。

本レポートは、第74期（2023年度）までの当社の環境保全活動の取り組み内容と実績状況、当社の理念
やこれまで取り組んできた様々な活動をできるだけ分かりやすく記載しました。 地域の方々、お取引
様、従業員をはじめ当社の関係するすべての方々に目を通していただき、忌憚ないご意見、ご感想、ご
要望等いただきながら今後の活動に活かしてまいりたいと存じます。
エコアクション21を2008年に認証取得してから16年の歳月が経過しようとしている中で、1社のみの取
り組みでは限界を感じております。そこで現在は、同じ理念や想いをもった仲間との連携を通して（環
境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ）、お互いの強みを掛け合わせた取り組みやお互いの考えや意見交換を通じてさらなる環境
負荷削減成果が発揮できるような活動になることを目指しております。それらの取り組み内容もレポー
ト内に記載しております。

                             

                    

                                              
 

地域に育てられ74年。地域の発展がなければ当社の発展もない

異常気象により当社の受注環境が大きく悪化。「自分ごと」として捉え 単独の取り
組みだけでなく より大きな成果をだすために環境コミュニケーション活動を強化

環境保全活動と持続可能な社会づくりに全力で取り組む

SDGsへの取り組みを推進するうえで設定した「Vision2030」においても、SDGsの根底の基盤は「環
境」であるとの認識からエコアクション21の活動とリンクさせ、地域社会・環境の持続可能性に貢献
していくとともに、当社も持続可能できる企業となれるようエコアクション21の環境目標にSDGs達
成目標も組み込みながら取り組み強化し、企業価値の向上に努めるとともに、この活動を自社の強み
としていくことを目指しております。

【理念】
地域貢献/持続可能な社会づくりに貢献していく

環境・社会面への貢献と経済活動の両立

《事業活動を通じた環境保全と様々な社会課題を解決していく》

環境・社会面への貢献 経済面への貢献

環境活動
環境負荷削減
環境配慮商品の提供
地域との関わり

生産性向上

経費削減

改善活動
事業活動

販売及び収益拡大

雇用創出

地域貢献

<Vision2030>

SDGs
経済面/社会面/環境面

当社理念でもある「地域貢献」
「持続可能な社会づくり」は、
事業活動を通じて環境・社会・
経済面での貢献でありSDGsの
取り組みとつながるものであり
ます。当社Vision2030の達成に
も向けてこれらを一体の活動と
して、その達成に向けて今後も
取り組んでまいります。
自然豊かな私達の住む長野県の
地域・社会を守り豊かな自然環
境を次世代に引き継いでいける
よう、また事業活動を通じて

地域と社会に貢献し、いつまでも地域に必要とされる総合包装企業としていられるよう、環境保護活動と
持続可能な社会づくりに貢献してまいります。今後ともご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願い申し上げ
ます。

2024年6月

PDCA PDCA

代表取締役社長 鈴木由彦
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会社概要 （2024年3月31日時点）

会社名 コムパックシステム株式会社

本社工場 〒386-0041 長野県上田市秋和940

塩田工場 〒386-1211 長野県上田市下之郷263-1

創業 1950年（昭和25年）12月11日

代表者 代表取締役社長 鈴木由彦

URL https://compack.co.jp/

環境活動期間 2023年4月1日～2024年3月31日

対象範囲 本社工場および塩田工場

環境担当者 環境管理責任者 代表取締役社長 鈴木由彦

環境担当 担当連絡先 取締役営業部長 北沢寿男

事務局担当者 総務経理課係長 土屋康太

床面積 3,665㎡

従業員数 38名

社名の由来 1950年日本専売公社上田工場のたばこ輸送用木箱納入業者
として創業（社名：上田企業株式会社）。その後木箱から
ダンボールへの転換に伴い現本社工場地にダンボール工場
を建設。1985年に地元包装資材企業と合併。ダンボールの
みならず緩衝材・強化ダンボール・各種資材までも扱う総
合包装企業として地域に貢献すべく社名を現在のコムパッ
クシステム株式会社に改称する。
・COM＝コンビネーション（組み合わせを意味する）
・PACK＝パッケージング（包装を意味する）
様々な包装材を”適材適所”に組み合わせ、最適な包装形態
をお客様にご提供することを目指しています。
単なる資材加工企業ではなく最適最良のご提案をしていく
パッケージングコンサルティングサービス企業の一面を併
せ持っています。
それらのハード面とソフト面の要素を組み合わせお客様の
発展に貢献していく企業組織（システム）です。

新用途商品開発

高機能発泡緩衝材
設計シミュレーション

強化ダンボール

各種包装資材
包装設計
評価試験
試作品製作

ダンボール
様々な分野のお客様の大切な商
品を“やさしく包みこむ”、環境
とコスト面に優れた包装資材
「リサイクルの優等生」

優れた特性から精密機器の緩衝
材をはじめ、電子部品や自動車
部品の通函内装材など、様々な
分野・用途で活用されています。
シミュレーション技術での設計
も可能です。

当社主力製品

“環境”と“サステナビリ
ティ”に応えるため、輸送包
装に必要な様々な商材をラ
インナップ。お客様の多様
なニーズにお応えします。

量産前の試作はもちろん、３軸加
速度センサーによる各所の衝撃値
の測定や衝撃波形データに基づい
た許容衝撃値の確認、試験後の製
品破損や変形などを確認し最適包
装を追求します。

既成概念にとらわれず資材特性を最大限活用した新商品
開発に取り組んでいます。環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動での他者と
の連携により地域・社会貢献につながる新たな取り組み
を進めています。

創業当時はたばこ輸送用木箱製造業者であった当社
は、その後ダンボール製造業へと転換しダンボール
工場を地域で先駆けて建設。様々なものづくりが盛
んであった地域特性から、緩衝材設計から製造まで
を行う企業と合併し、現在は輸送包装で必要とされ
る様々な包装資材を取り扱う総合包装企業として地
域に根差した活動を行っております。

1社1社のお客様ニーズ
に合わせた最適包装

衝撃吸収性による抜群の強度、
軽量によるフレートコストの軽
減、積載効率アップによる経済
性など数多くの優れた品質特性
が物流全体の合理化を図ります

事  業  内  容

サスティナブルに貢献
するパッケージ提案

上田市

長
野
県
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vision

philosophy

company motto

理念
当社の存在意義、使命

創業以来続く社訓

中長期的な
あるべき姿

                    
           一、 健康で明るい職場を作ろう
           一、 礼節を守り信義と愛情の人となろう
           一、 創意工夫と能率増進に努めよう
           一、 自己の責任を完遂しよう
           一、 良い製品を廉価で奉仕しよう

お客様満足度向上に努め、社員と企業がともに成長し地
域社会の進歩発展、持続可能な社会づくりに貢献します

ソフト（知恵・知識）とハード（製造工場）
両輪を磨き総合包装メーカーとして   
「地域オンリーワン企業」となる       

当社は経営理念として「お客様満足度向上に努め、社員と企業がともに成長し地域社会の進歩発展、持続可能な社会づくりに貢
献します」と謳っております。
74年にわたり地域に育てていただいているという認識のもとに、引き続きお客様に喜んでいただける総合包装企業であり続けら
れるためには、社員一人一人がやりがいを持ち高いモチベーションがあるからこそ企業も成長できると考えております。「企業
は人なり」の精神のもと社員一人一人が「今日よりも明日」「明日よりも明後日」少しづつ成長できる職場環境づくり、そして
社員満足度を高める取り組みを推進することで、お客様満足度向上にも大きくつなげられると考えます。
そして、事業活動を通じて地域社会の発展に貢献できる取り組み（包装分野以外においても)に全力で取り組んでまいります。

2019年より国連が提唱するSDGs（持続可能な開発目標）への取り組みもスタートし、環境面のみならず社会面・経済面への配慮
と貢献を念頭に社会の一員としての責任と義務を果たしていまいります。その達成のために「持続可能な社会づくりに貢献」の
文言も加え理念の一部改訂もおこない、より理念に沿った活動目標を設定し、かつより具体化した活動に取り組んでおります。
あわせて経営理念を具体化し達成させるために、創業以来続く社訓、そして中長期的なあるべき姿を描いたビジョンを設定しあ
らゆる業務遂行において、社員各自が企業理念に基づいた日々の業務を適切に遂行しながら達成にむけた取り組みを推進してお
ります。

EMSエコアクション21の活動においては、理念で謳っている「持続可能な社会づくり」に向けた具体的な環境活動と位置付け2008
年より活動を継続発展させており、これまで様々な環境目標の達成に向けて取り組んでまいりました。企業理念の一つである「持
続可能な社会」を将来にわたり引き継いでいくために環境負荷削減活動や持続可能な社会づくり・社会課題の解決に貢献する商品
開発などに積極的に今後も取り組んでまいります。

｜ 73期～75期 基本方針 ｜
地域、社会に必要とされ持続可能な社会づくりと企業づくりを目指す
皆で協力し考え実行し、企業も人も共に成長できる職場づくり

Vision 2030

2008年より本格的にEMSであるエコアクション21を認証取
得して以来、環境経営への取り組みを継続的にブラッシュ
アップ。2019年より国連が提唱するSDGs（持続可能な開発
目標）への取り組みを経営に組み込みました。環境面のみな
らず社会面・経済面への配慮と貢献を念頭に社会の一員とし
ての責任と義務を果たしていまいります。将来のリスクと
チャンスを見極めることで今後の経営に活かしてまいります。

中期計画においては理念に基づき基本方針を設定しその達成
に向けて製販部門が各主要施策に基づき行動しております。
ソフト（販売管理部門）とハード（生産物流部門）の両部門
を成長させるということと、ソフト【社員力（発想・改善力、
人格・人間関係、想い、風土等）】とハード（組織、システ
ム、設備等）両面をバランスよく成長させていくことが重要
と位置付けています。
現状をよりよくする改善提案活動、エコアクション21への取
り組み、持続可能な地域と企業づくりへの取り組み活動を全
社ですすめ、同時に付加価値の拡大にもつなげてまいります。

ＳDGsの基盤は「環境」
環境が全ての根底にあり、その基盤上に社会経済活動がある。
（環境が壊れれば社会不安定になり、経済成長もない）

ソフト

ハード

理念

追及
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環境管理責任者

社長

事

務

局

内

部

監

査

員

環境改善責任者

総務経理課係長
総務経理課

環境改善責任者

取締役製造部長

本社製造課

塩田工場

環境改善責任者

取締役営業部長

営業課

業務課

物流課

コムパックシステム株式会社は、段ボール製品を核とした各種包装資材の製造

工場として豊かな地球環境を次世代へ継承することが人類共通の重要課題であ

ることを認識し、地球環境の保全とその向上を目指した事業活動を行う。

1. 環境保全活動を推進するため、事業運営に環境マネジメントシステムを構築し、環境の

影響を効果的に低減又は削減するために環境目的及び目標を定める。

2. 当社の事業活動にともない環境に有意な影響を与える以下の重要項目に関して継続的に

実績改善に取り組み、環境汚染の予防の目的達成に努める。

① 天然資源とエネルギーの消費量削減

② 環境負荷物質の管理強化と低負荷物質への代替促進

③ グリーン購入促進と廃棄物の排出量削減

④ 環境に配慮した省資源製品の積極的販売・開発に努める

3. 環境活動の推進と向上のため、項目ごとに目標を設定し、そのための活動計画を立案し、

実施し、内部環境監査結果などにより評価し、見直しを行う。

4. 環境に関する法的要求事項および当社が合意するその他の要求事項を遵守して、いっそ

うの環境保全を図る。

5. 教育訓練及び日常の環境管理活動を通じて、全従業員に本方針を周知するとともに、運

営制度に関する責任の所在の明確化を図り、常に最新の環境マネジメントを維持する。

6. この環境方針は、社外にも公開する。

2015年4月1日

代表取締役社長 鈴木由彦

環境理念

環境方針

環境マネジメントシステム組織図

代
表
者/

環
境
管
理
責
任
者

方針を決定し周知する。
資源（ヒト、モノ、カネ）を用意する。
全体の評価、見直し、レポート承認。
環境経営システムを構築し実行、実績を向上させる。
文書承認、レポート編集をする。
ENS全般の舵取り、実行推進する。

環
境
改
善
責
任
者

EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進
する。取り組み、負荷チェックを行う。自部門の環境目
標、活動計画の達成と実績の把握をする。
法規制を遵守する。教育訓練を実施。自部門のメンバー
へ周知徹底する。緊急事態への準備、対応の訓練実施。
管理者を補佐し解決策を立案する。
外部からの提案・苦情を受けつける。

役割/責任/権限基本方針と推進体制

年間計画策定

環境活動計画

策定

計画に沿っ

て各部署で

の取り組み

月次推移に

よる確認・

チェック

必要に応じ、活動

見直し/是正処置

新年度へ反映

中期3か年環境目標設定「要求事項、活動内容がが各業務内で正しく守
られているか」という適合性の確認と「監査の
対象が環境マネジメントシステムの目的に準じ
て役立っているか」という有効性の評価のため
に１年に１回、内部監査を実施しています。よ
り客観性・公平性を担保するために製造部長が
販売・物流・管理部門を、営業部長が製造部門
を監査し記録に残しております。

内部監査の実施

P

DC

A

環境活動計画書に沿って活動しているかQ（ク
オータ）（３か月間隔）ごとに部門ごとその期
間での活動内容を活動チェック表に記載し環境
管理責任者へ提出しています。
定期的にチェックすることで取り組みが弱体化
しないように管理しています。

Qごとのチェック

エコアクション21の基本であるPDCAを回し続ける
ことで目標達成につなげるよう心がけております。

今年度からは収益を圧迫しているユー
ティリティーコスト関連項目削減への改
善事項、取り組み事項について全社員か
ら毎月提出してもらっています。

毎月1人1件！改善提案
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SDGs達成に向けた経営方針策定

弊社の企業理念「お客様満足度向上に努め社員と企業が共に成長し、地域社会の進歩発展と持続可能な社会づくりに貢献する」は、人や環境に配慮し社会が求める製品やサービスを持
続し提供することで、SDGsの達成と目的を同じくするものであり、全社員がそのことを自覚し、各自の役割をはたすことによりSDGsの達成に貢献していきます。

当社は長野県が創設した、企業活動等を通じてSDGs（持続可能
な開発目標）の達成に意欲的に取り組む県内企業等を登録・PR
する制度「長野県SDGs推進企業登録制度」に2019年11月に登
録し持続可能な社会づくりに全社挙げて本格的に取り組み始め
ました。あわせて経営理念もSDGSの達成にむけて改訂し「持
続可能な社会づくりに貢献」という文言も新たに加え2030年ま
での目指すべきゴール「Vision2030」として名実ともにキック
オフをいたしました。
SDGsは「持続可能な開発目標」として2015年9月に国連サミッ
トで採択された2016年から2030年までの国際目標です。17の
ゴールと169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として
取り残さないことを誓っています。「環境」「社会」「経済」3
側面 それぞれにおいて具体的達成すべき目標設定を行い達成
に向けた取り組みをおこなっております。

エコアクション21の取り組みを進めることでSDGｓに貢献していく

当社はＳDGsの基盤は「環境」にあると認識しています。つま
り環境が全ての根底にありその基盤上に社会経済活動があるの
で環境が壊れれば社会不安定になり経済成長もない、という認
識のもと2008年より取り組んでいるエコアクション21の活動の
重要性を改めて意識し各環境目標とSDGsの関連性を紐づけて取
り組んでいます。
環境目標がSDGｓの３目標と共有しているためにＳDGsとエコ
アクション21は切り離して活動するものではなく、一体の活動
として取り組みを行っております。
当社は「リサイクルの優等生」といわれているダンボール製品
を主力商品として製造販売していること、またワンウェイから
リターナブル方式に変更し環境負荷を低減させることができる
高機能緩衝材など環境保全につながりSDGsの達成にも貢献でき
る商材を多く取り扱っております。それら商材の積極的な提
案・販促、新商品開発などにも近年取り組んでおります。

環境面
CO2排出量削減

環境面

経済面
産業廃棄物
排出量の削減

経済面
社会面
労働生産性

の向上

目標１：「温室効果ガスCo2排出量」 20%削減（Co2/百万円）

目標２：「事業活動における産業廃
棄物排出量」 20％削減(kg)

目標３：「労働生産性の向 年次有給
休暇の取得率」 75%i以上へ向上

2019年度はコロナ禍により事業活動が縮小したため取得率が向上。2020年
度から取得率が年々向上していることから取り組み成果が出てきている。応
援体制や多能工化を進める中で全部門での取得率向上を目指す。

57.1％

88.3%

61.4%
70.6% 71.2%

85.6%

75%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2030

有給休暇取得率

➢ 目標3: 労働生産性の向上
2018年: 57.1％ 

↓
2030年: 75.0％以上

＊年次有給休暇の取得率向上に加え、時間外労働
時間（残業、休出等）の削減取組みの対策も行っ
ております。

＝Visi
on 2030＝

達成状況 (from 2018 ~ to 2023)

2030年までの長期ビジョン「Vision2030」を設定し持続可能な社会づくりへの貢
献に取り組んでおります
キックオフした2018年から2023年度までの6年間の進捗状況をご報告いたします

「環境」
「社会」
「経済」

進捗評価

◎

進捗評価

◎

進捗評価

◎

163.6
147.4

156.2 150.3

114.9
110.9

131

0

50

100

150

200

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2030

➢ 目標1:温室効果ガス CO2排出量
(CO2/百万円)

2018年: 163.6kg-Co2/売上(百万円)
↓

2030年: 131kg-Co2/売上(百万円)

2022年度より電力購入業者を新電力会社へと切り替えたことで排出係
数が低くなった影響で計画値以上でここまで推移している。この状況
でさらに取り組みを強化し計画的に削減を進める。

10564

8794

6122

8366
7937

5827

8451

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2030

➢ 目標2:事業活動における産業廃棄物排出量
の20％削減(kg)

2018年: 10,564kg
↓

2030年: 8,451kg

版や型の整理処分で一時的に増減することは避けられないが、減少傾向で推
移中。通常の事業活動の中での廃棄物を削減することに今後も注力し目標達
成に向けて取り組んでいく。

近似曲線
（推移傾向）

近似曲線（推移傾向）近似曲線
（推移傾向）
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大蔵省(現 財務省)専売局上田た
ばこ分工場創業に伴い、たばこ
包装用木箱納入業者、

荷造包装容器が木箱から段
ボールへの転換を先見し、
大型段ボール製函工場を建
設、たばこ用段ボール箱の
ほか、一般民需向け段ボー
ル箱の製造開始

地元包装資材メーカーと合併。
社名をコムパックシステム
株式会社と改称。

環境マネジメントシステム   
エコアクション21認証取得

本社工場に太陽光発電設置（日中、事務
所電力に使用。余剰分は売電）
本社工場、事務所照明をLED化

塩田工場に太陽光発電設置

環境貢献開発商品が「2014日
本パッケージングコンテスト」  
最上位ジャパンスター受賞
Asia Star2014 同時受賞

環境貢献開発商品が「2015日
本パッケージングコンテスト」
工業包装部門賞受賞
Asia Star2015 同時受賞

塩田工場太陽光発電
パワーアップ

環境貢献開発商品が「2017日
本パッケージングコンテスト」  
工業包装部門賞受賞
 

環境貢献開発商品が「2018
日本パッケージングコンテス
ト」輸送包装部門賞受賞
Asia Star2018 同時受賞

環境負荷低減を目的とした
最新型 廃液処理施設導入

第22回環境コミュ
ニケーション大賞
「優秀賞」受賞

長野県SDGs推進登録
企業登録（第2期）

第23回環境コミュ
ニケーション
大賞「優良賞」受賞

環境貢献開発商品が「2020日
本パッケージングコンテスト」 
輸送包装部門賞受賞

第22回「信州エコ大賞」企業賞受賞

ワールドスターコンテスト2021受賞
Asia Star2020 受賞

R3年度「うえだ ひと・もの
興しの紡ぎ表彰」において
SDGs部門特別賞受賞
【ダンボール製什器開発】

「エコアクション21オブザイヤー
2021」金賞（環境大臣賞）受賞

「エコアクション21オブザイヤー
2022」銀賞受賞

「エコアクション21オブザイヤー
2023」優良賞受賞

R4年度「うえだ ひと・もの興
しの紡ぎ表彰」において名工・
匠部門大賞受賞
【ナッツロール開発】

環境貢献開発商品が「2023日
本パッケージングコンテスト」 
工業包装部門賞受賞

木箱梱包業 段ボール製造業 段ボール/強化段ボール/高機能緩衝材を主とした総合包装企業
創業

エコアクション21による 環 境 経 営

エコアクション21にSDGsを組み入れたサステナビリティ経営

1949 1961 1985 2008 2012 2013 2014 2015 2017

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024
Vision
2030

第21回環境コミュニケーション大賞「優良賞」受賞
FSC ®森林認証取得

「上田企業㈱」として操業開始

ワールドスターコンテスト
2018 受賞

コムパックシステムの環境経営からサスティナビリティ経営への取り組みのあゆみ

環境負荷削減に貢献する取り組みと環境配慮商品の開発に取り組んでまいりました

環境貢献開発商品が「2013日
本パッケージングコンテスト」  
輸送包装部門賞受賞
Asia Star2013 同時受賞

＊日本パッケージングコンテスト：我が国最高峰のパッケージングコンテスト ＊Asia star: アジア地区のパッケージングコンテスト     ＊ワールドスター：世界の最高峰パッケージングコンテスト

R2年度「うえだ ひと・
もの興しの紡ぎ表彰」に
おいて特別賞受賞
【ダンボール製ベッド・
間仕切り】
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       営業活動            生産活動 物流

INPUT

OUTPUT

軽油
20,670L

電力
209,635kwh

灯油
2,963L

都市ガス
6,170L

上水
866㎥

ガソリン
6,080L

ガソリンCo2
排出量

14,115kg-Co2

事務所紙関連
廃棄物
788kg

電力Co2 
排出量
95,803kg-Co2

産業廃棄物
4,324kg

都市ガス
Co2 排出量
13,784kg-Co2

灯油Co2
排出量
7,376kg-Co2

軽油Co2
排出量
53,431kg-Co2

環境負荷の状況 【マテリアルバランス】
企業の事業活動におけるエネルギー投入量（インプット）と、その活動に伴って発生した環境負荷物質（アウトプット）をあらわ
したものです。生産活動における環境負荷の把握を行い、これらの削減に取り組んでおります。

排出量合計
184,510kg-Co2

205000

210000

215000

220000

2022年度 2023年度 2024年度

電力（kwh)

0

10,000

20,000

30,000

2022年度 2023年度 2024年度

軽油 灯油 ガソリン

5500

6000

6500

7000

7500

2022年度 2023年度 2024年度

都市ガス（Ｎ㎥）

700

750

800

850

900

2022年度 2023年度 2024年度

上水（㎥）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

2022年度 2023年度 2024年度

軽油Co2排出量 電力Ｃo2排出量

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2022年度 2023年度 2024年度

灯油Co2排出量

都市ガスＣo2排出量

ガソリンCo2排出量

INPUTの推移

OUTPUTの推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

2022年度 2023年度 2024年度

産業廃棄物(kg)

TOPICS

✓ 自然再生エネルギー、ＬED照明を活用して電力消費量を抑える取り組み
本社工場と塩田工場の両工場には太陽光発電を設置しており、特に本社工場では太陽光
により発電した電力を事務所電力で活用しております。これにより事務所電力は自然再
生エネルギーで賄っており、併せてＬED照明に全面切り替え済です。電力INPUTを低
減させております。

✓ 社有車をすべてハイブリッド車に切り替えガソリン消費量を抑える取り組み

社有車を6年ほど前よりすべてハイブリッド車へ切り替えガソリン消費量を大きく
減少させています。10年前と比較してガソリンと軽油の消費量をを合計で25％近
く削減しています。

L

Kg/Co2
Kg/Co2

＊電力（上田ガス） 排出係数0.457kg/Co2/kwhとする
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SDGsへの貢献分野 項目 単位

基準年 3年間の目標

2022年実績 2023年目標 2024年目標 2025年目標

二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2/売上（百万円） 114.9
1％削減 1.5％削減 2%削減

113.8 113.2 112.6

電力使用量の削減
本社工場 kwh/千㎥ 37.2

1％削減 1.5％削減 2%削減

36.8 36.6 36.5

塩田工場 Kwh 21,022
1％削減 1.5％削減 2%削減

20,812 20,707 20,602

軽油消費量の削減 km/L 4.98
1%燃費UP 1.5%燃費UP 2%燃費UP

5.03 5.05 5.08

ガソリン消費量の削減 km/L 17.91
1％燃費UP 1.5％燃費UP 2%燃費UP

18.09 18.18 18.27

ガス使用量削減 ㎥/千㎥ 1.32
1％削減 1.5％削減 2%削減

1.31 1.30 1.29

産業廃棄物排出量の削減 kg 8,385
2％削減 3％削減 4%削減

8,217 8,133 8,050

工場

①可燃ごみ kg 307
2％削減 3％削減 4%削減

301 298 295

②廃プラ kg 595
2％削減 3％削減 4%削減

583 577 571

③廃木材（パレット含） kg 1,580
2％削減 3％削減 4%削減

1,548 1,533 1,517

④汚泥 kg 3,490
2％削減 3％削減 4%削減

3,420 3,385 3,350

⑤その他 kg 1,847
2％削減 3％削減 4%削減

1,810 1,792 1,773

事務所
①雑紙②オフィス古紙③ミックスペー
パー（カーボン紙）

kg 566
2％削減 3％削減 4％削減

555 549 543

排水量の削減
㎥ 822

1%削減 2％削減 3％削減

814 806 797

環境負荷（エネルギー・廃棄物関連）を削減する環境テーマ 【二酸化炭素排出量削減/産業廃棄物排出量/排水量削減】

エコアクション21

3か年目標(2023～2025年）

SDGsに

かかわるテーマ

環境負荷 
削減テーマ

本来業務
にかかわる

テーマ

2023年～2025年  

環境経営目標 一覧

2023～2025年度の環境目標は、地球環境保全・持続可能な社会づくりに貢献する環境負荷削減目標（二酸化炭素排出削減・産業廃棄物排出量削減・排
水量削減）のみならず、本来業務の成果向上へとつながる目標、またSDGsへの貢献にもつながる目標も設定し一元化することで、付加価値の向上や信
頼性向上、社員が原きやすい職場づくりなど総合的な企業としての競争力向上・価値向上につなげてまいります。

1⃣

二酸化炭素排出量の削減

産業廃棄物の削減

排水量の削減

エコアクション21の取り組みを始
めてから現在に至るまで継続して
取り組んできた環境負荷削減の主
要活動目標になります。
重要管理数値として今後も削減の
取り組みを進めてまいります

今年度活動目標

長野県SDGs推進企業登録
制度の目標でもあります

長野県SDGs推進企業登録
制度の目標でもあります
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SDGsへの貢献分野 項目 単位
基準年 3年間の目標

2022年実績 2023年目標 2024年目標 2025年目標

生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

主力生産機アイビス
セット時間の短縮

分 2.69
1％削減 1.5％削減 2％削減

2.66 2.65 2.64

主力生産機アイビス
平均速度の向上

枚.分 195.3
1%UP 1.5%UP 2%UP

197.3 198.2 199.2

時間外労働時間の削減
時間 1,686

5％削減 6％削減 7％削減

1,602 1,585 1,568

在庫回転率の向上
回 4.23

２％UP ３％UP ４％UP 

4.31 4.36 4.4

減容チップ排出量の削減 

(サンテックフォームロス削減）
㎏/㎥ 16.1 

1%削減 1.5%削減 2%削減

15.9 15.9 15.8

環境/SDGs に配慮した設計、製造工程等の改善
件 72

営業部全体 毎月6件以上

72 72 72

顧客クレーム削減
件

現状把握年度 40%削減 50％削減

38 23 19

不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

破損品の削減（件数）
【工場発生分】

件 22 20 18 16

破損品の削減（件数）
【事務所発生分】

件 ６ 5 5 4

破損品の削減（金額）
【工場発生分】

円 215,840 180,000 160,000 150,000

破損品の削減（金額）
【事務所発生分】

円 257,092 230,000 200,000 180,000

販売・管理・製造・物流の日常業務の中において本来の管理業務やSDGsへの取り組みと関連する目標を設定し
達成に向けた取り組みを進めることで、環境貢献するとともに生産性向上・収益力の向上にもつなげてまいります。

エコアクション21

3か年目標(2023～2025年）

SDGsにか

かわるテーマ

環境負荷 
削減テーマ

本来業務
にかかわる

テーマ

本来業務、SDGsとのかかわりを強く考慮した環境経営テーマ

エコアクション21
に一元化

従来、別管理で進めていた本来
業務の各種課題、ＳDGs目標も
ＰDCA管理経営であるエコアク
ション21に一元化し、より取り
組みやすく、より管理しやすく
しました。
当社の問題点や課題がタイム
リーにつかむことができ継続的
な発展につなげています。

今年度活動目標

２⃣
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relationship

環境目標(2023～2025）
SDGsとの
かかわり

環境保全とのかかわり 本来業務への効果

二酸化炭素排出量の削減
地球温暖化の要因となっている温室効果ガス（二酸化炭素排出）の排出量を抑える取
り組み。世界的に最も喫緊の重要なテーマ。当社の中長期目標「Vison2030」のテー
マ目標でもある。

高騰する各種エネルギー使用費の削減＝コストダウンにつなげ収益向上へとつなげ
る。

産業廃棄物排出量の削減
環境破壊の要因ともなっている産業廃棄物排出量を低減していくことで焼却時の
GHGの低減や埋め立て時の負荷（土壌・水質汚染防止等）を減らしていく取り組み。
当社の中長期目標「Vison2030」のテーマ目標でもある。

産業廃棄物処分量を低減＝処分費削減につなげる。廃液処理（汚泥）を削減させる
ことで化学物質使用の削減につなげ企業リスクを低減させる。

排水量の削減
排水量を削減していくことで、環境負荷物質の流出を防止するとともに限りある資源
の有効活用を目指す。当社の場合、主にボイラーでの使用場面が多くボイラー使用の
最適化を目指していくことで、水、ガス両面に対して削減につなげていく。

ボイラーでの水使用量がメインとなるためボイラー使用の削減に取り組むことはガ
ス使用量の削減へもつながる取り組みのため、大きなコストダウンへ貢献する。

生産性の向上による

省資源、省エネルギー

当社主要生産ライン「アイビス」の生産性向上を目指すことで（時間当たり生産量・
セット時間の短縮）、時間外労働時間の短縮や時間当たり生産量の向上、ロス削減、
ムダ・ムリの撲滅につなげ、環境負荷削減と同時に本業でのコストダウン、効率改善
につなげていく。

生産性向上は製造部門の主要テーマであり、マシンのセット時間短縮と平均生産速
度向上は付加価値の拡大に直結する取り組みである。そのための取り組みはムダム
リの撲滅、改善活動に大きく貢献するものである。

時間外労働時間の削減
時間外労働時間削減に取り組むために、生産性向上、助け合い、多能工化への取り組
みをすすめ個人スキル及び・チーム力を向上させながら、同時に労働時間の削減につ
なげることでトータルエネルギーの削減も目指していく。

時間当たりの生産性を向上する取り組みでありワークライフバランスに貢献し社員
が働きやすい環境づくりにもつながり社員モチベーション向上に有効。時間外労働
時間削減によるエネルギー消費削減、コストダウンにも貢献。

在庫回転率の向上

また当社のこれまでの経験から長期在庫は最終的に破損、品質劣化による処分になる

場合が多く環境面での負荷を増加させるリスクもある。本目標を通じてそれらの改善

に貢献し環境負荷を減らしながら経営効率化にも貢献できるように取り組んでいく。

在庫は販売機会を失わうことがないよう必要な場合もあるが、増加しすぎると５Ｓ

への影響、また止まった場合はキャッシュの流れが滞留し経営を圧迫するリスクが

あるのでこれを改善していく。管理費削減・処分する際の処分料も削減可能。

減容チップ排出量の削減 

(サンテックフォームロス削減）

きまった寸法の原反から切り出し・抜き・貼り加工などを行っている緩衝材の加工時
のロス（端材）を出来るだけ少なくし処分する量を減らすことで環境への負荷を低減
させていく。

製造部門だけでなく設計段階での取り組みが必須。製販共に情報交換しながらロス
を極力排出しないような設計や再利用・再活用の方法を見い出していく。ロスを減
らす取り組みはコストダウン・付加価値向上に大きく貢献。

環境/SDGs に配慮した

設計、製造工程等の改善

環境・SDGsへ貢献する設計・生産手法改善は今後生きのこりのための重要なキー
ワード。環境保全を意識した設計段階からの取り組みは必須である。軽量化・薄物
化・低ロス・リターナブルなど様々な観点から環境に配慮した商品設計を進めていく
ことで環境保全へつなげていく。

本目標に向かい活動を進めることが当社の強み・特徴、大きな他社との差別化につ
ながり当社の存在価値となっていく。当社独自の環境商品を普及させることが地域
への貢献となっていく。

顧客クレーム削減
顧客クレームは訪問・手直し・作り直し作業・廃棄の発生など環境面からも大きなロ
スを発生させている。そのクレームを管理し未然防止・再発防止につなげていく。

築いてきた信用信頼を棄損することなく小さなクレームについても管理することで
再発を防止し企業の信用力を向上させていく。

不良率低下による省資源、
廃棄物の削減、

（工場発生分、事務所
発生分それぞれで管理）

自社での破損品発生は、廃棄・再手配・作りなおし・再配達など環境負荷を上げてし
まう。非常にもったいないことであり再発防止につなげ環境負荷を下げていく。

工場発生分・事務所発生分と分けて管理していくことで、責任の明確化を行い、自
分ごととして捉えてもらい再発の防止を狙っていく。自ら付加価値を減少させるこ
とに事になるので破損品発生の原因を追究・再発防止を行うことで付加価値の向上
につなげる。

コムパックシステムの環境経営目標が SDGs/環境保全 および 本来業務とのかかわり 一覧

現在、当社は単なる環境負荷を低減させる活動を進めているのみでなく、ＳDGs達成に向けての貢献度向上、そして活動を通じて
自社の付加価値拡大に取り組んでおります。持続可能な企業づくりに取り組むと共に本来業務とのつながりを強く意識しています。
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SDGs貢献分野 項目 単位
基準年 2023年度

2022年実績 2023年目標 2023年実績 2023年評価

二酸化炭素排出量の削減
kg-CO2/売上
（百万円） 114.9

1％削減
110.9 ○

113.8

電力使用量の削減
本社工場 kwh/千㎥ 37.2

1％削減
37.2 △

36.8

塩田工場 Kwh 21,022
1％削減

22,011 △
20,812

軽油消費量の削減 km/L 4.98
1%燃費UP

4.87 △
5.03

ガソリン消費量の削減 km/L 17.91
1％燃費UP

18.14 ○
18.09

ガス使用量削減 ㎥/千㎥ 1.32
1％削減

1.3 ○
1.31

産業廃棄物排出量の削減 kg 8,385
2％削減

6,227 ◎
8,217

工場

①可燃ごみ kg 307
2％削減

244 ◎
301

②廃プラ kg 595
2％削減

760 ×
583

③廃木材（パレット
含）

kg 1,580
2％削減

1,260 ◎
1,548

④汚泥 kg 3,490
2％削減

2,060 ◎
3,420

⑤その他 kg 1,847
2％削減

1,348 ◎
1,810

事務所
①雑紙②オフィス古紙
③ミックスペーパー
（カーボン紙）

kg 566

2％削減

555 ○
555

排水量の削減
㎥ 822

1%削減

866 △
814

目標未達成項目

1⃣

1⃣

2023年度の環境活動目標に対する実績結果と評価の一覧です。より詳しくわかりやすくするために、達成率グラフを作成し未達成・達成
の度合いを数値化することで、現時点の課題・弱点をあきらかにし今後の取り組みの参考としています。

2023年度活動実績と評価①
（集計実績）

環境負荷（エネルギー・廃棄物関連）を削減する環境テーマ 【二酸化炭素排出量削減/産業廃棄物排出量/排水量削減】

◎ ○ △ ×

大
き
く
上
回
り
達
成

達
成

未
達
成

大
き
く
下
回
り
未
達
成

102.5

99

94

97

100

100

124

123

77

123

166

134

94

0 50 100 150 200

二酸化炭素排出量の削減（kg-Co2/売…

本社工場電力削減

塩田工場電力削減

軽油消費量削減

ガソリン消費量削減

ガス使用量削減

産業廃棄物排出量削減（kg)

可燃ごみ排出量

廃プラ排出量

廃木材排出量

汚泥排出量

その他排出量

排水量削減(㎥）

対目標 達成率（％）

達成率120%
以上

達成率89%
以下

評価基準

POINT
大目標であるＣo2排出量と産
廃排出量目標は達成。しかし
排水量削減目標は未達成。

項目別目標は電力使用量削減（本社・塩田工場とも）と
軽油消費量削減目標（燃費）が未達成。
産廃排出量の内訳別目標は、廃プラのみが未達成となっ
ている。
ここ数年での取り組みの効果が各所でみえてきているが、
排水量はここ数年増加傾向となっていることが課題であ
る。最重要目標であるＣo2 排出量削減目標においては
（売上比目標）、取り組み成果が年々でてきており、さ
らにより効率的な生産に取り組んでまいります。
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SDGs貢献分野 項目 単位
基準年 2023年

2022年実績 2023年目標 2023年実績 20203年評価

生産性の向上による省資源、 省エネ

ルギー

主力生産機アイビス
セット時間の短縮

分 2.69
1％削減

2.6 ○
2.66

主力生産機アイビス
平均速度の向上

枚.分 195.3
1%UP 

195.1 △
197.3

時間外労働時間の削減
時間 1,686

5％削減

989.25 ◎
1,602

在庫回転率の向上
回 4.23

２％UP 

3.88 △
4.31

減容チップ排出量の削減 

(サンテックフォームロス削減）
㎏/㎥ 16.1 

1%削減

18.5 ×
15.9

環境/SDGs に配慮した設計、製造工程等の改善

件 72

営業部全体 毎月6件以上

72 62 ×

顧客クレーム削減
件 現状把握年度 38

不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

破損品の削減（件数）
【工場発生分】

件 22 20 20 〇

破損品の削減（件数）
【事務所発生分】

件 ６ 5 5 〇

破損品の削減（金額）
【工場発生分】

円 215,840 180,000 63,962 ◎

破損品の削減（金額）
【事務所発生分】

円 257,092 230,000 92,996 ◎

102

99

162

90

86

86

100

100

280

247

0 50 100 150 200 250 300

生産性向上にる省資源・省エ…

生産性向上にる省資源・省エ…

時間外労働時間の削減 （時…

在庫回転率の向上 （回）

減容チップ排出量削減 （kg/…

環境・SDGｓに配慮した設…

顧客クレーム削減 （件）

破損品削減（件数）（工場発…

破損品削減（件数（事務所発…

破損品削減（金額）（工場発…

破損品削減（金額）（事務所…

対目標 達成率（％）

２⃣

目標未達成項目

2023年度活動実績と評価②（集計実績）

本来業務、SDGsとのかかわりを強く考慮した環境経営テーマ

◎ ○ △ ×

大
き
く
上
回
り
達
成

達
成

未
達
成

大
き
く
下
回
り
未
達
成

達成率120%
以上

達成率89%
以下

評価基準

セット時間

平均速度

本来業務/SDGs達成にかかわ
る目標については全社でのさ
らなる取り組み強化が必要！

環境保全に貢献するとともに、付加価値向上・信
用信頼UP・SDGs達成に向けた活動を進めている
が4割(未達成４・達成６）の目標が未達成となり、
業績に直結する重要な項目ばかりなので来期以降
ＰＤＣＡを確実に回すことで達成率の向上を図っ
てまいります。顧客クレーム削減においては来期
以降、数値目標を設定し削減＝信頼性向上につな
げてまいります。

POINT

現状把握年度
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※電力においては比較のため、全ての年度に電力事業者実排出
係数0.47㎏-CO2/kWh（平成30年度中部電力(株)）を使用した 

2023年度活動実績と評価
（個別実績）

二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

二酸化炭素排出量の削減

113.8
114.9

110.9

105

110

115

120

2022年（基準年） 2023年

二酸化炭素排出量 (kg-CO2／売上（百万円）)

目標 実績

2023年度実績評価 達成率

〇 113.8％
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年度による生産状況によりCO2排出量が増減して
しまうと公正に評価ができないため、原単位
（kg-CO2/売上）での数値管理を行っているがこ
れまでより効率的な生産をすすめ各種エネルギー
関連の削減取り組みを進めてきた成果が出ている
ことがこれまでの推移グラフの中ではっきりと表
れています。しかし項目別排出量でみてみると電
力（特に本社工場）のCo2排出量削減が今後求め
られます。設備導入などによる影響もありますが
今後どのように削減していくかが問われています。

計画通りに目標達成はできた
ものの、電力でのC02削減が
今後求められる

POINT

電力

41%
軽油

36%

ガソリン

9%

ガス

9%

灯油

5%

設備導入や生産状況
（稼働状況）により変
動することもあり、な
かなか大きな効果がで
てきていない。生産効
率のさらなる向上に努
めていく。

ここ10年余りで約3割
あまりの大きな削減効
果がでているが、3年
ほど前から設備更新が
相次いでいるため、工
場全体の生産効率ＵP
により削減をすすめる

Co2排出量内訳（2023年度）

Co2排出量削減への取り組み活動が大きなコストダウンへとつながる

2023年度は「電力」と「軽油」の消費に
よるもので企業全体のCo2排出量の8割弱
を占めている。
今後より大きなCo2排出量削減をすすめ
るためにはこの2項目の取り組み強化を
進めていかねばならない。しかも今後さ
らなるエネルギー関連コストの上昇を考
慮するとコストダウンへの大きなキー
ワードとなってくることは間違いない。

※電力においては比較のため、全ての年度に電力事業者実排出係数
0.47㎏-CO2/kWh（平成30年度中部電力(株)）を使用しています

個別目標に対しての実績報告をいたします。
◎ 目標を大きく上回り達成

〇 達成

△ 未達成

× 目標を大きく下回り未達成長野県SDGs推進企業登録制度の目標でもあります
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時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

二酸化炭素排出量の削減

2023年度実績評価 達成率

△ 99％
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エネルギー項目別目標＆実績

◆本社工場電力 ◆塩田工場電力

2023年度実績評価 達成率

△ 94％

2023年度実績評価 達成率
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過去5年の推移状況（中期推移）

本社工場は、多くの生産機があることから生産状況に
より電力の増減が大きくでてしまうので、対生産量比
（千平米あたり）での電力消費を目標として取り組ん
でおります。今期は目標に対し若干の未達、ここ数年
では増加傾向で推移しております。より生産効率を向
上させ時間当たりの生産性を増加させることで稼働の
メリハリ、そして時間外労働の削減に取り組むことで
より成果をだせるよう取り組んでまいります。
電力使用量でのＣo2排出量がもっとも多いことから、
このテーマが結果的にもっともCo2排出量の削減に貢献
できることでもあり重要性の高い課題となっていま
す。

塩田工場は、長期的（ここ10年）には3割以上の
電力使用量削減を行ってきたが、ここ数年は下げ
止まり感が出ています。数年前より毎期設備更新
を行っていることも要因となっています。来期中
旬にに大型プレス機を更新するのでその後の推移
をみていきます。今期は94％の達成率でしたが、
これまでメンバーのエコ活動が大きく芽がでてい
る工場であり、各自の活動に期待します。来期は
大型設備の導入に合わせて最新ＬＥＤ照明への切
り替えも予定しております。今後の大きな減少は
厳しいですが、毎年着実な成果が出せるようＰＤ
ＣＡを回していきます。

2021年度に大型トラックを更新（排気量増加）し
た影響で全体での燃費が悪化しており、今年度そ
れを考慮した目標を設定しましたが、わずかに未
達成となっています。そのほかのトラックの老朽
化による燃費悪化は避けられませんが、各ドライ
バーのエコ意識の高まりは年々定着化しているこ
とからハード面の更新も検討しながらソフト面で
の対応を今後も継続してまいります。日々の配送
の効率化にも取り組みます。
電力に続き、当社全体のCo2排出量の36％を占め
ていることから今後の削減への取り組み強化が求
められております。

全車の毎月の燃費チェックにより高いレベルを維持する

所有車はすべてハイブリッドカーであり燃費向上
の推移が見てとれます。今期も目標値をクリアで
きましたが、更新後一巡したために、今後の大き
な伸びは厳しいために、トラックドライバー同様
にエコ運転の確実な定着を行ってまいります。車
ごとの実績燃費を毎月行いドライバー間でのブレ
がおきないように指導しております。軽油同様に
ガソリン価格の高騰が止まらないことから（特に
長野県は日本一ガソリン価格が高い県）、コスト
ダウンへつながる重要な取り組みと位置付け、関
係者への取り組み強化を進めてまいります。

老朽化が懸念されるがエコ運転/効率化の定着でカバーする職場環境が大きく変わる中で今後の取り組みに期待最も重要な課題。生産性向上により成果を出す ここ2年の取り組み成果がでてきており取引先も含め今後に期待

ガス使用用途のほとんどはボイラーによるもので
ありこれまでなかなか改善することが難しかった
課題であったが、今期・前期と少しづつの改善効
果がでています。最良の品質提供をするためには、
材料の入荷状況や気象状況により使用頻度が変化
し自社の取り組みのみでは使用量を減少させるこ
とが難しい課題ではあるが仕入先様との情報交換
によりサプライチェーンを通じて減らす取り組み
を行ってきております。社員の減少させねばとい
う意識も根付いており今後に期待できる課題であ
ります。

◆軽油 ◆ガソリン
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エネルギーコスト ＆ 産廃処理コスト 推移

参考

長野県は内陸部ということもありガソリン価格が
日本一高い県です。
エコドライブにより燃費向上につなげるとともに、
燃費効率の高い車に更新していくことも検討して
いきます。

（今年度）

（今年度）

（今年度）（今年度）

71期比138％

71期比145％

71期比150％

71期比106％

71期比78％

3年間でエネルギー関連コストが約4割上昇！
企業を存続させるためにもさらなる環境活動は必須に

当社においてはここ3年余りでエネルギー関連コストが
約4割上昇しています。ロシアとウクライナ紛争、継続
する超円安の影響もあり今後エネルギー関連コストは下
がる見込みはないと想定しています。だからこそ環境負
荷削減活動を推進することでコストダウン効果をより大
きく発揮することが求められております。
この意識を社員全員と共有するために毎月の推移を開示
し全員での活動強化を目指しています。
特に電力のコストＵPが止まりません。しかし今期は販
売を増加しながら支払い費用を削減できたことは大きな
評価であります。

一方で、産廃処理費用においてはここ数年産廃削減活
動の推進により削減できております。

当社は理念でもある持続可能な社会づくりへ貢献するために環境負荷削減への取り組み活動に継続して取り組んでおり
ます。同時に付加価値を向上させ企業価値の向上につなげていくことを目指しております。自分たちが取り組んでいる
活動が環境負荷をどの程度削減させているのかはもちろん、同時にどのようなコストダウン効果がでているのか社員に
開示しコスト意識を共有し取り組みの強化につなげております。自分たちの取り組みで生み出した付加価値を皆で分配
し、やりがいの達成、モチベーションアップにもつなげております。

今期は特に廃プラ以外の種別の排出削減が大き
く、その結果処理費用の削減結果につながりま
した。引き続き廃プラを中心に産廃排出削減に
取り組むことでコストダウンへつなげます。

コスト意識の共有

今期は社員の取り組みによりガスの使用量を削減
できたことで費用を抑ええることができました。
ボイラー使用での削減に引き続き取り組みます。

現在の大きなコストＵP要因のひとつ。今後さらに
電力単価が高騰していく中で節電対策は大きな課題。
省エネ設備投資からも検討を進めてまいります。
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設計、製造工程等の改善
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2023年度実績評価 達成率

◎ 124％

廃プラだけが前年増となり目標未達成となったが、
そのほかの種類はすべて目標値を大きくクリア。
その結果、産廃主要4項目合計排出量も、前値比-
28%と大きな成果を出すことができました。廃プ
ラと廃木材は、不要になった印版と抜型の処分を
実施した年度に大きく増加する傾向がありますが、
日常活動での産廃排出量は各自の意識の高さ、再
利用等の工夫により取り組み成果が出てきており
ます。今期の反省を活かし廃プラ排出量の主な発
生要因と減少への活動を強化していきます。

廃プラ以外の排出量を削減し
たことで目標値を大きくクリ
アし目標達成
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2023年度実績評価 達成率

◎ 123％

2023年度実績評価 達成率

◎ 166％

2023年度実績評価 達成率

× 77％
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◎ 134％

2023年度実績評価 達成率

◎ 123％

2023年度実績評価 達成率

〇 100％

発泡緩衝材サンテックフォームのロスが再生ＰE袋に！

【持続的なマテリアルリ
サイクルへの取り組み】
サンテックフォームロス
を原料とした再生ＰE袋

今年度末より当社の主要販売商品
である発泡PE緩衝材「サンテック
フォーム」の製造段階で発生する
ロスが再生ＰE袋に生まれ変わり
ました！
現状発生したロス材は減容機に投
入し細かなチップ状となります。
それを交流のあった協力会社様に
引き取っていただき、再生ＰE袋
に加工していただきます。
これにより当社で製造している原
材料はすべて棄てることなく次の
商品の原料として生まれまわるこ
とになります！
協力会社様と共に資源循環型に取
り組むことで持続可能な社会づく
りに貢献してまいります。

サーキュラーエコノミーへの取り組みを進め
持続可能な社会づくりに貢献します

1社でなく他社との
連携により実現！

＊当社の場合、汚泥の排出量を減らすこ
とはPRTR物質の削減にもつながります

産廃項目別目標＆実績

長野県SDGs推進企業登録制度の目標でもあります

12-4



0

200

400

600

800

1000

1200

2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

排水量推移（㎥）

二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

排水量の削減
2023年度実績評価 達成率

△ 94％
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2017年度比で87%

水は生活用水、印版洗浄用、ユニット色替え時洗
浄、そしてボイラーでの使用がほとんどですが、
直近2年はガス使用量が減少しているにもかかわ
らず、排水量は増加傾向ということは、ボイラー
以外での使用に大きな要因がありそうです。関係
者においてはロットごとの色替え時のユニット洗
浄の状況、印版洗浄での使用状況の再度の見直し
をお願いします。生活用水は節水活動を継続して
いるので引き続きの取り組みを進めます。増加傾
向になっている排水量の削減取り組みを強化して
いきます。

ここ数年は毎年微増傾向。ボ
イラーでの水使用の影響が大
きいが直近2年は連動せず。
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直近の2年間はガス（ボイラー使用）使用量が削減しているのに、排水量は増加。
つまりボイラーでの水使用が大きな要因ではない可能性があり！
製函機での色替え時のユニット内洗浄と印版洗浄機の使用での状況を見直す必要
があります。

ここ2年、排水量の増加はボイラー使用頻度と連動していない

生産性の向上による省資源、 省エネルギー

主力生産機アイビス
セット時間の短縮

主力生産機アイビス
平均速度の向上

2023年度実績評価 達成率

〇 102％

2023年度実績評価 達成率

△ 99％

2.662.69
2.6
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平均セット時間（分）

目標 実績
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昨年までのエコアクション21環境目標から引き続いて
の重要目標です。メイン生産機である「アイビス」の
セット時間短縮と生産速度向上についての生産部門の
目標でもあります。セット時間短縮にはオペレーター
取り組みのみでは限界があり、受注内容の改善が必要
なことから販売部門の協力が不可欠です。また速度向
上には常に機械状態を良好にし歩留改善には一定の設
備投資・メンテナンスも必要となりますが取り組んで
まいりました。その結果これまでの傾向は改善傾向で
推移しているので引き続き、細かな改善の積み重ねを
行ってまいります。

環境負荷削減と生産性向上（コス
トダウン）への重要目標。販売部
門の協力のもと（受注内容改善）
目標へ向けて取り組む。
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平均セット推移

最も電力消費量の大きな設備で
あるアイビスのセット時間短縮
と平均生産速度向上を目指し消
費電力削減と生産性向上に努め
ています

ロットごとの印版替
え作業が必要です。
これをどう改善して
いくか？

次ぺージに続く

5年で4.3%向上

5年で7.6%短縮
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生産性向上による省資源・省エネルギー目標 活動計画の主な内容

同色インク製品を連続生産しインク替えのセット時間を短縮する 同一商品の連日生産が起きないようロットの集約、段取り改善 【販売、業務部門】

無駄な動作がないかどうかの検証と改善活動 （歩く無駄、待つ無駄、探す無駄等） オペレーターのチームワーク、コミュニケーション向上

印刷色、型の有無を考慮した事前生産計画の立て方（無地連続製造） 印刷色に応じた段取り実施（例：1色、2色等）

ロットごと、商品ごとの 最高生産速度への挑戦 同色系インクの色統一をすすめインク色の集約をすすめる【販売部門】

印版管理徹底（印刷ミス歩留まりの向上） 機械メンテの徹底（メーカーとの情報交換密）、機械改造の検討と実行

小ロット短品種の受注改善（ロットの取りまとめ）【販売部門】 シート仕入れ先からの良品質シートの購入依頼、指導

←画像検査でわずかの印刷不良も見逃しません！
（ロス削減→環境保全にも貢献しています）

仕様決定段階、受注段階での改善が必要不可欠です

販売、業務の協力がなければこれ以上の大きな成果にはつながりません

ロット切り替え時は必ず設備を停止させ、寸法セット、印版交換、
インク交換が発生します。今まで以上にセット時間の短縮を進める
には小ロット多頻度納入品のロットまとめの顧客への依頼（速度向
上にも貢献）や、同色系インク色の集約改善要望が必須です。業界
でも取り組んでいる事項でもあります。環境負荷削減にも大きく貢
献する事項です。
また少し先を見た生産予定から、同一製品のまとめての製造が可能
かどうかの検討も必要になります。現在の生産管理システムの機能
を最大限利用しての取り組み推進をお願いします。

＊赤字→【販売、業務部門】の取り組み内容

全数画像検査により品質検査を実施。不良発生時でも
速度を落とすことなく抜取り除去しています

TOPICS

OK NG

本設備には最新の画像検査カメラが導入されています。最大生産能力（250枚/分）で生産される全数をカメラで正しいデータと比較し、万が一印刷
抜け・カスレ・ずれ、破れ等が発生しても不良ケースを特定することで生産速度はそのままで不良を除去します。生産性向上に大きく寄与しているこ
とに加え、歩留まり向上、オペレーターの負荷低減、環境負荷低減に貢献しています。
従来までは、抜き取り検査レベルであったことを考慮すると、信用信頼性の向上にもつなげております。

Productivity 
improvement

←従来までならば交換時期ではないと使用を継続していたはずの
ベルト（高速搬送のわずかなズレを防止し品質向上につながる）
や刃物（スリッター刃、罫線刃）などの消耗品の交換頻度を高め
ております。これにより高い品質性の維持を行うことで、歩留ま
り向上・信用信頼の向上、そして環境負荷の低減へとつなげてお
ります。電装品や各種部品においてもメーカーとの密な交流によ
り早めの情報を取得することで不測の機械停止を防止しています。
以前は就業期間中に生産機のチョコ停・長期停止などにより時間
外労働時間が発生していたことがたびたびありましたが、ここ最
近はゼロとなっており計画的な生産が維持できていることが環境
負荷の低減にも貢献できております。

二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

Ⅰ

Ⅱ
品質と生産性向上に大きくかかわるベルト/刃物の早め
の定期交換により常に最良の状態を保持しています

生産性向上への
取り組み

Environmental 

contribution

環境貢献

コムパックシステムでは生産性向上・品質向上への取り組みは
環境貢献への取り組みと切り離した別テーマではなく直結して
いると認識していることから環境目標に設定し両面への貢献を
目指しています

製
造
業
と
し
て
の
重
要
課
題持

続
可
能
な
社
会
へ
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時間外労働時間の削減
2023年度実績評価 達成率

◎ 162％

今期よりの新目標であるが、目標達成には全部署
の生産性向上や助け合い、多能工化が求められる。
総労働時間を減少させ、社員のワークライフバラ
ンスに貢献しプライベートも充実した時間を過ご
してほしいと考えています。有給取得率向上も現
在大きな成果を上げておりますが本目標も同時に
取り組んでいきます。モチベーションアップにも
つなげ業務とプライベートのメリハリをつけるこ
とにより全体の環境負荷削減にもつなげていき働
きやすい職場づくりに取り組んでまいります。
1時間単位での有給制度も以前より導入し取得率
向上を推進し、遠慮せず休める取り組みを進めて
おります。社員からも以前の会社とかなり変わっ
てきており大変喜ばれております。社員満足度向
上に努めることを会社として取り組みます。
時間外労働時間が減少することで各種エネルギー
の削減に貢献しております。

SDGs目標の「有給休暇取得
率向上」と合わせて大きく目
標値をクリア！
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(参考）有給休暇取得率

SDGs目標
長野県SDGs推進企業登録
制度の目標でもあります

二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

環境にも働き方改革にも貢献！両目標とも
ここ近年、大きな成果を上げて推進中！
社員がプライベートも充実した時間を過ご
すことでモチベーションアップにつなげ生
産性向上に挑戦しています！

販売、生産が増加していても時間外労働時間の削減、有給
休暇取得率向上につながっています。
生産性向上の成果がしっかり発揮できてきていると評価し
ています。これにより各種エネルギー関連消費（特に電
力）が減少していることにつながっております。

在庫回転率の向上
2023年度実績評価 達成率

△ 90％
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在庫回転率の悪化は需要動向が見通せないことが
要因ですが、商品劣化→最終的に処分（環境負荷
を悪化させ、大きな損害影響による負荷減少、
キャッシュフローの停滞）の悪いフローにかつて
悩まされたことがあるために最近の環境目標に設
定中です。以前より改善傾向で来ていましたがこ
こ2年は悪化しており要因は中長期在庫が増加し
ていること、販売が弱含みになっている側面があ
るが、フォーキャストの見込みがしっかりできて
いれば改善可能、また顧客への交渉も進めること
で在庫圧縮にとりくみ最終的に環境負荷削減につ
ながらないように来期以降再度の取り組み強化を
してまいります。

改善傾向で推移していたが直近2年
間の回転率は悪化中。在庫の増加は
経営につながる取り組みなので要注
意とみており需給内容に合わせた管
理を徹底します。
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1か月間の不動在庫チェックと毎月の在庫チェックにより厳しい管理を行っています

毎
月
一
回
の
在
庫
チ
ェ
ッ
ク
は
当
然
で
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が
、
現
在
は
一
か
月
間

不
動
の
在
庫
リ
ス
ト
を
関
係
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で
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ク
し
そ
の
原
因
と
今
後

の
対
策
を
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て
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以
前
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。

活動計画の主な内容

毎月1回実地棚卸を行い、正確な在庫数を把握し要注意
在庫一覧表を回覧し、月次チェックを確実に行っていく

整理・整頓・清掃を行い、商品の在庫場所を明確にする

フォーキャストを正確につかみ需要動向を見極める

責任の明確化と先送りしない決断
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・一時間単位で活用できる「時短有給制度」を導入しております。自身の都合で一時間だけ仕事を抜けたい、
などの場面で多くの社員が有効に活用しています。大変好評な制度です。
・女性が離職することがないよう、産休・育休に関して周りの理解・応援のもと活用しています。
・人間ドック、成人病検診に関して、受診した社員には会社補助を支給しています。
・夏場の熱中症対策として、無償でのドリンク支給を行い社員の健康管理に配慮しています。



減容チップ排出量削減
2023年度実績評価 達成率

× 86％

二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

サンテックフォームロス削減

排出量合計の目標設定だと生産量の増減に対して
変化するので公正な評価ができなかったために、
前期2022年度より、㎥あたりの排出量目標（原
単位目標）に変更しました。今期は達成率86％の
結果となってしまいました。原反からの製造時に
発生するロスであっても購入材料の一部のため、
「お金を捨てている」の発想のもと最小のロスに
とどめる取り組みを行い環境負荷削減と付加価値
の拡大に努めます。来期も設備投資を実施予定で
すのでその能力を活かし改善策を練ってまいりま
す。対策は大きく①ロスの有効活用②設計時での
ロスを最小にする設計業務となります。
なお、今期末より協力会社との取り組みにより排
出チップは全量再生ＰE袋の原料となることで、
サーキュラーエコノミーにつなげております。

使用量（㎥）に対しての排出量目
標であるが今期は大きく目標未達
成。排出チップは再生ＰＥ袋の原
料へ（サーキュラーエコノミー）
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限りある資源を大切に活用しています

ロス材は「利益を捨てていること」という意識を常に持ち今後の改善策に期待します
ロスを減らし①環境負荷を下げるとともに②収益改善（付加価値増加）に結びつけています

サーキュラーエコノミーとは・・・・
環境問題への配慮がされていない時代は、大量生産・大量消費・大量廃棄が行われていましたが、
現代では「限りある資源を再利用（リユース）・再資源化（リサイクル）する事が求められてい
ます。
直線的で大量消費・大量廃棄の状況を「リニア型」と呼んでいますが、今まで廃棄されてきたよ
うな製品や原材料を「資源」と考えることで、持続可能な状態で循環させる経済の仕組みのこと
をサーキュラーエコノミーと言います。「できるだけ長く使う」「できるだけ廃棄しないで済む
ようにする」「できるだけ再生利用する」などの考え方が一例です。
当社の主要製造品目であるダンボールはその工程で発生する端材、ロスはすべて近隣の製紙メー
カーへ送られ再びダンボールの原料である原紙に生まれ変わっています。
「リサイクルの優等生」といわれる環境に優しくサーキュラーエコノミーにも貢献する資材です。
このたび緩衝材端材についても新たな商品に生まれ変わるシステムが構築できたことで当社の製
造品目のほとんどが循環型サイクルに貢献していることになります。

サンテックフォームの原材料入荷から製造時に出るロス材の流れを説明します

化学メーカーから
原材料入荷。

スライス/カット/抜き/貼り加工
等の各工程を経由した製品づくり

原反から加工していくためにロス
材が発生してしまう。それを減容
機という機械で粉砕、圧縮。

細かなチップ状に加工

協力会社様で引き
取り後、再生ＰE
袋の原料として生
まれ変わります

発泡ＰE緩衝材工場においては産業廃棄物が「ゼロ」のサーキュラーエコノミーに貢献する製品づくりを行っております
【ダンボール工場においても以前より、ロス材はすべて製紙会社へ送られダンボール原紙として生まれ変わっています】

コムパックシステムではサーキュラーエコノミーを意識したモノづくりに取り組みます

環境に最大限配慮したこのPE袋に興味ある
方は当社までお問い合わせください！

生産

消費

利用

ﾘｻｲｸﾙ

原材料

生産

消費・利用

廃棄

（かつては・・）
リニア型 サーキュラーエコノミー

循環型

（これからの時代は・・）
持

続
可

能
な

社
会

当
社
の
生
産
活
動
に
お
い
て
、
他
に
も
貢
献

で
き
る
取
り
組
み
が
な
い
か
ど
う
か
の
検
証

を
常
に
行
い
、
自
社
の
み
な
ら
ず
他
の
企
業

と
の
連
携
も
模
索
し
て
ま
い
り
ま
す

ロ
スは“宝”

サ
ン
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ム
同
様
に
主
力

販
売
品
目
で
あ
る
強
化
ダ
ン
ボ
ー
ル

「
ハ
イ
プ
ル
エ
ー
ス
」
に
お
い
て
も

原
反
シ
ー
ト
か
ら
の
加
工
に
な
る
の

で
【
ロ
ス
は
宝
】
の
想
い
で

C
A
D

C
A
M

活
用
に
よ
り
最
小
限
の
排

出
に
と
ど
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

強化ダンボールの原料も
“ロスは宝”です
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二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

2023年度実績評価 達成率

× 86％

新たな環境（SDGs)配慮設計毎月6件以上、年間
72件以上を目標としてスタートをきったが、結果
62件となり大きく未達成となりました。これまで
は一定の成果が出ていましたが、目標値を上げた
ことで新たな切り口からの積極提案を行わなけれ
ば今後も厳しいとみています。厳しい目標設定で
すが主に営業担当者は各自が設計提案のレべルと
包装知識をさらに向上させていってくれることを
願います。それができたときは、当社の強みを押
し上げることとにつながるはずです。
環境とSDGSへ貢献できるような設計や工程完全
の各取り組みを行ってまいります。

今期より目標値レベルを向上させ
たが前期比同数で未達成の結果に。
関係者の環境意識レベルを上げな
ければ来期以降も厳しいことが予
想されます。

POINT

環境/SDGs に配慮した設計、製造工程等の改善

72 

61
62 

55 

60 

65 

70 

75 

2022年（基準年） 2023年

環境配慮設計提案件数 （件）

目標 実績

0

20

40

60

80

2020年 2021年 2022年 2023年

改善件数推移

サンテックフォーム🄬 V45（バイオマス度85%商品）の販売スタート！

＊当社の主要販売品目の
一つである発泡緩衝材で
あるサンテックフォーム
について、サトウキビ由
来の「バイオマスグレー
ド」を販売いたしました。
従来の商品に比べライフ
サイクル全体において、
大幅なC02排出量の削減
に貢献できます。お客様
への積極的PR活動と販売
促進に取り組み環境配慮
商品の拡大に向け取り組
んでまいります。

＊メーカーＨPより バイオマス度85％の
環境配慮商品です

今期取り組んだ主な内容の一例

◼ ＦSC🄬段ボールの採用拡大

◼ ワンウエイ梱包からリターナブル化への提案

◼ 部品の共通化による資材数低減

◼ 複数ケースの統一化（在庫削減）

◼ インクの集約により環境負荷削減

◼ 通常品からリサイクル原料のプラダンへ切り替え

◼ 展示会使用での紙製什器設計製造

◼ 糊を使用しないはめ込み式緩衝材設計

◼ 軽量化、薄物化、オール段ボール化、共通化等
多数実績あり

バイオマス
85%

各提案を横展開することでそれぞれがお互いに切磋琢磨し包装レベルを向上できるよう社員教育のツール
としても活用していきます

プラ→紙へ転換

インクカートリッジ本体をプラから紙へ転換したことが評価され、
公益社団法人日本包装技術協会(JPI)主催の「2023日本パッケージン
グコンテスト」において、【工業包装部門賞】を受賞いたしました

本取り組みにより開発した製品が評価していただきました

本目標を強化することが当社の強み・他社との差別化につながる。そして独自
性ある提案活動ができることで付加価値の拡大につながっていくことを社員皆
で共有し取り組みが弱まることがないよう引き続き進めていきます

環境に配慮したオールダンボール製の緩衝材の一例です。設計・試作品作成後は
落下試験等評価試験を社内で行い最適設計提案を行っております。使用後は
100%リサイクルです。
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近隣の障害者支援施設に製品の一部組立業務をお願いしております。

障害者施設へ工程の一部を依頼し

障害者の方たちの社会参加と働く

機会の提供にも取り組んでいます

大
変
お
世
話
に
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す



二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

2023年度実績評価 達成率

38件 現状把握年度

社外（お客様）から受け付けたクレーム事項（製
品自体のクレームだけではなく、接客対応などの
ささいなことも記録）を今期初めより集計・内容
の記録をするために現状把握年度としました。従
来までは発生時に都度対応を行い対処してきまし
たが、詳細に内容の記録を行ってこなかったため、
改めて把握していくとまだまだ改善しなければな
らない反省点が多く発見できました。クレームは
移動・検品・廃棄・作り直し・再納入など環境負
荷も悪化させてしまう要因にもつながるので今期
より環境目標として設定し対策を検討し再発しな
い仕組みづくり、信用信頼の向上、環境負荷削減
に取り組んでいきます。

今期38件発生！2年後に発生
件数半減を目標に取り組みを
すすめていきます。

POINT

顧客クレーム削減

活動計画の主な内容

発生頻度の多いケアレスミス（ちょっとした思い込みや不注意、慣れ）の撲滅 危険性のあるものは第三者に
よるダブルチェックの実施を行う

「次工程はお客様」の意識で自部門での製品に対するこだわりを持ち、少しでもおかしいと思う場合には上長
にホウレンソウの実施

異常時は社内でとどめ、社外流出させない仕組みつくり
※最終部門の出荷（運転手）の納品時製品の最終チェックを実施（異常時は即連絡）

毎月進捗（達成）状況を全社で確認し再発防止策の徹底を図り常に作業時のモチベーション向上を図っていく

多能工化をすすめながら品質の一定化を図る社員教育を各リーダーが行う

発生時には影響度の大きさを調査し、即座の顧客対応と社内展開をおこない、改善策を即実施する

決められた作業方法、ダブルチェック、マニュアルを守る（ルールを守る）

38

23
19

0

10

20

30

40

2023年 2024年 2025年

クレーム件数 現状把握実績と今後の目標

現状把握年度 目標値

40％削減
50％削減

・クレームを社内で共有することによって、社員全員が自社の問題点を認識することができ、実際にクレームを受けた部署以外の業務の
改善にも活かされる。 

・クレームを受けることは、前向きに捉えれば、顧客視点の問題点を教えてもらえたということ。それを活かしていく。 

・クレームに素早く対応し、再発防止に努め信用信頼の向上に全社で取り組む。（二度と同じ失敗をしない取り組みを） 

1.  お客様満足の向上を目指し、お客様の望む規格以上の製品とサービスを常に提供します。

2.  お客様要求事項への適合及び法規制・内部規定を順守し、あらゆるミス・間違いを未然に防止し、
品質マネジメントシステムを継続的に改善します

３．全従業員が目標達成への意欲と愛社精神を育み、全社員でより良い製品作りを実現し社会に貢献します

コムパックシステム品質方針

・納品時の傷・汚れ（最も多い）
・手配間違いによる誤商品納入
・接合部のずれあり
・緩衝材の剥がれ
・返信が送れていることへの注意
・納期回答が遅い
・伝票記載についての要望
・組み立て方法の間違い 等

74期代表的なクレーム内容

毎月、掲示/メール配信にて
全社員へ内容の展開を共有、
再発防止に取り組んでいます

社外流出したもの

・クレーム削減への取り組みを通じることで結果、環境負荷を低減させる効果を発揮でき、顧客・自社・社会にも好影響を与える 

クレームの内容によっては当社責任
によるものなのか納入後の発生によ
るものなのか不明なものをいくつか
含まれていますが、お客様が困って
いることは事実なのでカウントして
おります。来期も発生時の状況から
適切に判断していきます。

商品開発

に活かす
社員教育

顧客満足

度向上

社員モチ

ベーショ

ン向上

信用信頼

向上

自社課

題・弱点

の明確化

環境負荷

削減

クレーム対策/クレーム管理/クレーム削減 の重要性

信用信頼を向上させると同時に環境負荷削減にも貢献していく

理念にも謳っている「お客様満足度向上」
にも貢献する取り組みでもあります
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二酸化炭素排出量の削減 産業廃棄物排出量の削減 排水量の削減 生産性の向上による省

資源、 省エネルギー

時間外労働時間の削減 在庫回転率の向上 減容チップ排出量の削減 環境/SDGs に配慮した
設計、製造工程等の改善

顧客クレーム削減 不良率低下による
省資源、廃棄物の削減

社外流出していないものも含む

不良率低下による省資源、廃棄物の削減
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目標 実績
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2022年（基準年） 2023年

破損品（件）＜工場＞

目標 実績

2023年度実績評価 達成率

〇 100％

2023年度実績評価 達成率

〇 100％

2023年度実績評価 達成率

◎ 280％

2023年度実績評価 達成率

◎ 247％

工場管理分

事務所管理分

昨年までは全社合計での取り
組みを行っていましたが、今
期より発生要因が工場管理分

POINT

なのか事務所管理分なのかを区別し責任の明確化を
行いながら再発防止につなげ付加価値向上、環境負
荷削減に取り組んでおり今期は全項目において目標
を達成しました。これまでの取り組み成果が出てき
ています。

＊本目標でいう破損品とは、製造・納品時でのミスや傷などによる自社内での損失の

ことを指しています。 事務所発生分とは、受注時の手配ミス等を主に指しています。

事務所・工場管理分とも件数と金額目標において目標達成しました。特に発生金
額においては両部門とも目標に対して大きくクリアでき大きな発生案件はなく通
期を過ごすことができました。これも各自の意識の変化によるところが大きいと
評価しています。しかしまだまだケアレズミスがあり信用を落としてしまう“もっ
たいない”発生もありました。再手配・再製造・再納品は付加価値減少や環境負荷
への影響度も大きくなるので継続して削減への取り組み活動を進めてまいります。
別目標である「顧客クレーム」につながらないよう社外への流出防止にも努めて
まいります。
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工場）破損品金額 累計推移

73期

74期

事務所
【主な発生要因】

・誤発注
・登録ミス

  工場
【主な発生要因】

・加工ミス
・キズ
・製品のこすれ
・結束破れ

ー工場管理分推移ー

ー事務所管理分推移ー もったいない・・

前回の環境からの引き続きの目標テーマ
になりますが、年度での増減はあります
が確実に減少傾向で推移しています。
日々の活動の中で1つ1つの業務に緊張感
を持ち取り組むことで必ず成果は出てき
ます。
環境負荷削減にもつながる取り組ですの
でさらなる成果に取り組んでまいります。

前回の環境目標に組み込んでから
着実に成果が出てきています

（今期） （今期）

（今期）
（今期）

（今期） （今期）

環境負荷 増
付加価値 減

今期より発生場所が工場なのか事務所なのかを区分けし取り組みの強化を図っています
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リサイクルへの取り組み

コムパックシステムの主要製造販売品目であるダンボールは、使用後は100%リサ
イクルが可能です。ダンボール古紙は再びダンボール原紙に生まれ変わります。ダ
ンボール製品の80～100%はダンボール古紙で出来ており、循環型社会には欠かせ
ない優れたリサイクルの優等生です。現在、生産部門ででる端材はすべて古紙とし
て集め、製紙会社へ持ち込まれ再び段ボール原紙として生まれ変わっています。

同じく主要製造品目である高機能発泡緩衝材サンテックフォームに
ついては、生産工程において端材・ロスは必ず発生してしまいます。
設計段階からそれらを最小にする設計をすすめ、また生産工程にお
いても端材の最小化に取り組んできております。

当社では、以前より減容機を導入しておりましたが、今期末から開
始した取り組みの大きな成果として、発泡ロス材をチップ状に融
解・圧縮し新たな協力会社へ引き取りをしていただくフローへと変
えました。
その協力会社のもとで、当社から排出・圧縮したチップをリサイク
ル100％の再生ペレットとして形を変え、ポリエチレン製の袋の製
作を開始しております。

これまで一部、産業廃棄物として取り扱っていたものを、今年度よ
りロス材を再生原料として活用し協力会社様にて新たなポリエチレ
ン製袋を生産します。
この度の協力会社様との連携により完全なリサイクルフローが確立
できたことになります。

コムパックシステムは持続可能な原料調達からリサイクルまでの一貫した循環型のモノづくりに取り組んでおります

産業廃棄物を減らすとともに環境負荷の低減、環境保全、
循環型社会へ貢献する取り組みを積極的に推進しています

コムパックシステムはリサイク
ル促進の啓蒙活動に取り組み、
リサイクル率の向上に努めてま
いります。

当社は、最終消費者へリサイクルの循環を促すために、ダンボール
へのリサイクルマークの印刷を積極的に推奨しており、印刷がある
ケースにはほぼすべての商品にリサイクルマークの印刷を実施して
おります。（無地ケースの場合は印刷工程が増え、環境負荷を増加
させてしまうために、リサイクルマークの印刷はしておりません）
コムパックシステムは持続可能な原料調達からリサイクルまでの一
貫した循環型のモノづくりに取り組んでおります。

ダンボールのみでなく、発泡PE緩衝材サンテックフォーム🄬のロスもPE袋へと生まれ変わる！

粉砕
減容

フレコンに保管再生原料として協力
会社にてＰE袋を生産

当社の工場で排出さ
れる原材料ロスはす
べてリサイクルへ

原材料のロスは“すべて”リサイクル！

環境への貢献度大！

持続可能な調達に貢献するFSC®森林認証の取得

持続可能な森林資源を引き継ぐために、当社は本社工場にて2018年2月27日に
FSC®森林認証(COC認証)を取得し、お客様に持続可能な調達への貢献をご提
案しております。環境目標においてもFSC ®認証製品の拡販目標を設定して取
り組みを推進しております。

FSC®認証は、適切に管理された森林やその森
林から切り出された木材の適切な加工・流通を
証明する国際的な認証制度です。
FSC®にて、全ての加工製造・流通経路におい
て材料がきちんと管理されていることを審査・
承認された製品にのみ、独自のロゴマーク
（トレードマーク）を適用することができます。

当社におけるFSC®森林認証紙の採用実績は、3年で倍増しています。今後ますます採用実績は増
加していくものと予想されます。各社の環境意識が高まってきていると思われ当社としてもさら
なるPRを促進することで、持続可能な原料調達に貢献してまいります。

認証番号 SGSHK-COC-350217

認証対象製品 段ボール、紙器製品

FSC認証種別 FSC/COC認証

認証取得日 2018年2月27日

適正に管理さ
れた森林資源

管理された
認証工場

販売
管理
物流

お客様
消費者

COC
認証

FSC® 認証製品

古
紙

COC
認証

当社で製造した製品には当社のFSC
ライセンス番号が印刷されます

FSC®認証ロゴマークを包装資材に表示することにより、環境に配慮した包装材を
使用していることを国内、海外問わず消費者に広く知ってもらうことができます。

0
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2023年度2022年度2021年度2020年度

ＦSC製品生産数

2023年度実績
は2020年度比
で倍増

今期より新たな取り組みがスタート「サーキュラーエコノミーへの貢献」
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製造工程で発
生する端材は
100%リサイ
クルされます



受賞年度 2013 2014 2015 2017 2018 2020

受賞作品

日本パッケージングコン
テスト

2013日本パッケー
ジングコンテスト
「輸送包装部門賞」

2014日本パッケー
ジングコンテスト
「ジャパンスタ-賞」

2015日本パッケー
ジングコンテスト
「工業包装部門賞」

2017日本パッケー
ジングコンテスト
「工業包装部賞」

2018日本パッケー
ジングコンテスト
「輸送包装部門賞」

2020日本パッケー
ジングコンテスト
「輸送包装部門賞」

アジアスター賞 アジアスター2013 アジアスター2014 アジアスター2015 アジアスター2018 アジアスター2020

ワールド
スター賞

2018
ワールドスター賞

2021
ワールドスター賞

評価内容/特徴

・オール紙化
・作業性向上
・コストダウン効果
・梱包材の共通化

・材料使用量の削減
・容積縮小による保
管・輸送効率化
・コストダウン効果

・One way方式から
Returnable方式へ
・廃棄物削減
・作業性向上

・材料使用量削減
・作業性向上
・コストダウン効
果

・廃棄物削減
・付加価値付与
・コストダウン効果

・梱包材の共通化
・材料使用量の削減
・輸送・保管スペー
スの削減

これまで環境保全への様々な取り組みを行ってきたことに対して外部機関から評価していただき数々の受賞をさせていただいております

環境配慮型製品の開発に対して

環境目標にも設定しておりますが、本来業務への取り組みとリンクさせる活動の一つとして「環境配慮型製品の設計・開発の取り組み」を推進しています。限りある資源を大切にするた
めに省資源、軽量化、共通化、リサイクルにつなげる設計など様々な観点からお客様に環境貢献につながるご提案を行っております。その結果、様々な設計が評価され国内のみならず海
外の包装コンテストにも受賞をし当社の強みとして大きな成果につながっています。

2023年9月、公益社団法人日本包装技術協会(JPI)主催の「2023日本パッケージングコンテスト」において、【工業包装部門賞】を受賞いたしました。
このコンテストは時代と社会の要請に対応した、生活文化に優れたパッケージ及びその技術の開発普及に資することを目的とし、日本パッケージ技術の最高水準を決定するもので、今年で45
回を数える、わが国で歴史と権威ある包装コンテストとなります。
今回の受賞作品は、株式会社ミマキエンジニアリング様との共同出品作品「サステナビリティ対応！紙製インクカートリッジ」となります。
従来は、ポリプロピレン樹脂で成形したカートリッジを採用していましたが、このたび機能はそのままでカートリッジ素材を現行のプラスチックから
紙（段ボール）に置き換えることで、カートリッジ1本あたりのプラスチック使用量を削減。紙製カートリッジへの移行を開始する容量440mlのSS21
インクではプラスチック使用量削減率68％を達成いたしました。これにより、ポリプロピレン樹脂使用量を年間29.2t削減することができ、年間約38t
の二酸化炭素の排出量削減にも寄与し脱炭素社会の実現に大きく貢献しております。

昨年までの環境配慮型製品の受賞歴

今年度「2023日本パッケージングコンテスト」において、【工業包装部門賞】を受賞

＊日本パッケージングコンテスト：
我が国最高峰のパッケージングコンテスト

＊Asia star: 
アジア地区のパッケージングコンテスト

＊ワールドスター：
世界最高峰のパッケージングコンテスト

プラ→紙へ

1⃣1⃣
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環境活動への取り組みや環境レポートに対して

第21回環境コミュニケーション大賞 「優良賞」2018年2月

第22回環境コミュニケーション大賞 「優秀賞」2019年2月

2020年2月 第23回環境コミュニケーション大賞 「優良賞」

2020年10月 信州エコ大賞 企業賞受賞

2021年1月 「うえだ ひと・もの興しの紡ぎ手表彰」特別賞受賞 ～ダンボールベッド・間仕切～

2021年3月 環境人づくり企業大賞2020 優秀賞受賞

2021年10月

2022年1月 エコアクション２１オブザイヤー2021 
環境レポート部門 金賞受賞（環境大臣賞）

2023年2月 エコアクション２１オブザイヤー2022 
環境レポート部門 銀賞受賞

2023年11月 「うえだ ひと・もの興しの紡ぎ手表彰」名工・匠部門大賞受賞
～強化ダンボール製「ナッツロール」～

エコアクション２１オブザイヤー2023 
環境レポート部門 優良賞受賞

2024年2月

エコアクション21は毎期の環境レポートの作成と開示が求められています。当社はレポートを単に作成するのみでなく、お取引先様や近隣の皆様へ当社の取り組みを正確に伝えるため
に積極的な情報開示（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動）を行っております。誰でもわかりやすく伝わりやすいように心がけレポート作成にあたっております。それらの活動と環境保全につながる様々な
取り組みに対してこれまで様々な外部評価をいただいております。

2024

「うえだ ひと・もの興しの紡ぎ手表彰」SDGs部門 特別賞受賞 ～ダンボール製什器開発～

長野県SDGs推進企業情報サイトに
当社が事例紹介の1社として紹介さ
れています。エコアクション21と
関係させたSDGsの取り組みが紹介
がされています。

外部サイトはこちら↓

エコアクション21 長野地域
事務局である長野県産業環境
保全協会のＨP内「事業者紹
介」において当社を紹介して
いただいております。

☆外部サイトのご紹介

外部サイトはこちら↓
一般財団法人 持続性推進機構
(IPSuS)/環境省発行の  ≪エ
コアクション21のすすめ『未
来につながる』～EA21企業の
トップに聞く～≫ に当社
が紹介されています

外部サイトはこちら↓２⃣
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環境Communication

1⃣

環境問題にかかわる眼前のリスクを「自分ごと」として捉え、社員と共に環境貢献活動に全社で取り組んでおりますが、当社だけではこの状況を変えること
は困難です。そこでここ近年はこれまでの環境活動を通じて知り合った方々（地域の環境団体・地域団体・学校・行政機関など）との環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を
通じて、1社のみでは限界がある環境への取り組みを地域の他者との連携を進めることでさらに大きな成果を出せるような取り組みを進めています。

産学連携 発達障害のある子供達向感覚遊具

強化ダンボール製バランス感覚遊具「ナッツロール」

長野県上田市にある公立大学法人長野大学の社会福祉学部長の繁成剛教授が構
想・デザインを練り、弊社で図面データ化、保有設備を活用し加工を行なった産
学連携商品となります。
主に海外輸送等で使用している、環境に優しい素材である強化ダンボール（ハイ
プルエース）の特性を活用し、心身の発達に障害のある児童向けの遊具を商品化
いたしました。昨年のレポート内でも開発時の紹介をいたしましたが今年度より
本格的に販売を開始しました。

当社が連携をさせていただいた繁成教授は、リハビリテーション工学、生活支援
技術、工業デザインを専門とされ、発達障害や怪我をしてうまく身体を動かせな
い人々（障害者）が暮らしやすくなるような器具を長年にわたり開発されてきま
した。教授の持つこれまでのノウハウと当社のノウハウを融合させ、このたびの
商品販売となりました。

強化ダンボールの優位性（①軽くて非常に強い強度②優れ
た加工性③接着剤不要で自分で組み立てること・分解が可
能④使用後は100%リサイクル可能な環境に優しい素材）を
利用して、新たな可能性への挑戦として取り組んできまし
た。

地元大学との産学連携商品となり地域の活性化にも貢献
できること、また当社にとっても初めての福祉用具関連商
品として障害のある方のお役に立てることができれば当社
の理念である「社会貢献」「地域貢献」にも通じるもので
もあります。

公立大学法人長野大学
社会福祉学部長
繁成剛教授

産学連携商品

子どもたちが遊んでいる様子

本商品は自分で組み立てることができ、障害のある子供たちがロッキン
グチェア（揺り椅子）のように揺らして遊ぶことができます。商品名は
ピーナッツなどのナッツ類の形を連想させる形をしていることに由来し
ています。

上田市の企業と大学が連携して地

域の活性化に取り組んでいるとい

うことで長野県上田市ふるさと納

税の返礼品としても登録されてい

ます。

ふるなびHPより引用

地元大学と連携し能登半島地震の被災地支援活動にダンボール製品で協力

環境に優しい商品開発/環境問題やSDGsについての勉強会等で日頃連携させていただいてい
る長野大学様よりの依頼で、正月に発生した能登半島地震の被災地支援活動に協力させていた
だきました。
被災者の方々が求めている整理棚と机を強化段ボール（ハイプルエース）を利用して当社で製
作し無償提供させていただきました。先生と生徒さんがそれらを被災地に持参し、被災された
方たちと触れ合いながらワークショップ等を開催し支援活動を行いました。まだまだ多くの課
題があり復興には時間がかかりそうですが、当社理念の一つである『社会貢献』への取り組み
として今後もお役に立てることがあるならば引き続き積極的に取り組んでまいります。

避難所の様子

当社で加工したパーツを、現地で組み立てて仕上 げていき
ます。避難所の希望者と学生が協力しながら部品を組み立
て、最後に 補強と装飾を兼ねて５色のカラー布テープで仕
上げるワークショップを大学生たちが実施しました。
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県立上田高校フィールドワーク事業への協力（3年連続）

これから将来を担っていく未来ある子供たちのために当社で貢献出来る取り組みをこれからもすすめてまいります

当社は、徹底的に地域に密着しこれまで74年にわたりダンボール製品を中心としてパッケージング事業を展開しております。この地域に育てられた企業として今後も地域の皆様のご理解とご
協力、また地域発展がなくては当社の発展もありません。そのために、ここ近年はイベント等で当社の取り組んでいる取り組み紹介や環境やSDGsに関する学生との勉強会・各種環境セミ
ナー、行政機関への協力等へ積極的な協力をすすめ地域の皆様とのコミュニケーション活動に取り組んでいます。

2023年9月、県立上田高校の1年生とSDGsや環境に関するフィールドワーク授
業を当社にて行いました。本年度で3年連続の開催となりました。
事前に生徒さん達に当社事業と環境・SDGsに関係する課題を与え、生徒さん
達各グループがその課題解決策をまとめ、発表しその後当社からの講評と議論
をおこなうというものでした。6月より課題準備をはじめ、9月の実施まで必要
な連携をとりながらすすめてまいりました。
当日は、高校生からの様々な視点での考え・意見を伺うことができ、当社に
とってもとても貴重な時間を過ごすことができました。
大人の固定観念・発想とは異なり自分なりに考案した商品発表など多くの素晴
らしい意見を聞くことができ当社にとっても有意義な時間となりました。工場
視察も行い「地域でこんな会社があったんだ」と知っていただくいい機会にも
なりました。
環境対策やSDGｓ達成に向けて、自分たちの将来に直接かかわることであり、
それぞれが自分のより良い未来に向けた課題になったと思います。
来年度も同様の取り組みを進めるための計画を高校と連携を取りながら進めて
おります。

・本事業（フィールドワーク）の目的 
（１）長野県、特に上田市近隣の企業・研究機関と連携し、地域でのフィールドワークを通して、SDGsに
関連した課題の解決方法を考え、社会に発信していく力を養う。【協働力＋発信力】
（２）連携企業・研究機関の最先端の学問や技術に触れることを通じて、自らのキャリアプランの形 成、

及び、秋以降本格化する課題研究の基盤構築の機会とする。【進路選択＋探究心】

ー昨年度の様子ー

今年度同様、工場見学も含め実際に製造している工程も見てもらいました。B to Bビジネ

スがメインであるため、当社のことを地域で知っていただくいい機会にもなりました。

楽しく遊びながら”宇宙“と”環境“について学ぶ 地域の子供たち向け

イベントへ全面協力！

2023年10月から約1か月間、上田市の多目的博物館にて「宇宙」「環境」に
ついて子供たちが楽しく遊びながら学べるイベントを開催いたしました。当
社は宇宙というテーマに関連させたダンボール製の遊具、迷路、ワーク
ショップ等へ向けて数か月前より企画を検討し準備をすすめてきました。

環境に優しいダンボールを活用しﾘｻｲｸﾙの重要性や可能性をＰＲするとともに子供た
ちが宇宙というものに興味を持てるような商品提供をおこないました。約1万人もの
方が入場され大盛況となり、来場者の方々の入場者アンケートも大変好評でした。

“包装”という分野で、地域の子どもたちに貢献できることは当社の理念とも相通じるものがあ
り、当社にとってもいい経験となりました。引き続きチャンスがあれば地域の子どもたちのた
めに積極的な活動をすすめ地域貢献に取り組んでまいります。

ダンボール

を活用した

ワーク

ショップ
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2023年9月2日（土）、上田市武石総合グランド・上田市武石体育
館において令和5年度上田市防災訓練が実施されました。
今回は1923年に発生した関東大震災から100年の節目にあたりま
す。その発生日9月1日が「防災の日」と定められ近代日本におけ
る災害対策の出発点となりました。

災害等により万が一、当社が位置する長野県上田市地域が被災した
際には、当社は「ダンボールベッド/間仕切り」をいち早く提供し
地域の方々の避難所生活の質の向上に貢献してまいります。この度
の防災訓練においては、ダンボールベッドを展示し地域の皆様へ作
り方や使用時の説明をさせていただき実際にダンボールベッドを体
験していただきました。
訓練を通じ地域行政の方々とも連携強化を行い防災力の向上に努
め、当社理念でもある「地域貢献」に取り組んでまいります。

令和5年度上田市防災訓練が実施されました（災害時用ダンボールベッドを提供、
住民の方に実際に体験してもらいました）

ＡＥＤ訓練、災害支援車も出動し災害が起きたと仮定し様々な訓練を行いました

当社は現在当社が位置する長野県上田市、近隣の東御市及び青木村と「災害時における物資供給の協力に関
する協定」を結んでおり、地域で災害が発生した際には速やかにダンボールベッドおよびパーテーションを
供給しエコノミークラス症候群対策、避難所の質の向上に貢献してまいります。

当社の理念でもある「地域貢献」「地域との共生」に通じる重要な取り組み

ダンボールの優位性を活用

・「軽さ」と「強さ」

・1度に大量生産が可能

・使用後はﾘｻｲｸﾙ100%なエコ資材

これまでも長野県総合防災訓練や地元自治会の防災訓

練に参加し地域の人々と交流しながらダンボールベッ

ドの組み立て方、使い方を指導しています。

そのほかにもこれまで様々なコミュニケーション活動を行ってきました

2021年4月   デザイン学校とのSDGsテーマコラボ
学生がデザインし当社で構造設計した紙製什器など
共同開発

2023年2月 地元の自然エネルギー上小ネット情報交換会での講演
自社のこれまでの環境保全・SDGsへの取り組みや今後の課題等つい
て地元企業の1社として事例・取組み発表

2022年11月 （一社）長野県産業環境保全協会（EA21地域事務局長
野産環協）主催エコアクション21セミナーでの事例紹介、講演

2016年 地元デザイン科の高校生との実習、講演（環境に優し
いダンボールを使った商品開発）

2019年 地域キッズサイエンスイベントに環境に優しい段ボー
ル商品で参加、リサイクルの重要性PR

2020年1月 地元大学での環境経営についての講義

2020年5月 「うえだ環境市民会議」での講演

2024年1月 地元大学のダンボールを素材にした福祉関連商品開発に
かかわる卒業研究発表会への参加

2021年12月 地元大学の学生さんとグリーンネットワーキングに
関する勉強会＆意見交換会を実施

グリーンネットワーキングとは、地球環境の保全・向上を前提とする、経済成
長（＝本来の意味での、持続的発展）実現のための、個々の市民、企業、団体
の意識と毎日の生産・生活上の個々の工夫、実践を地域社会、ひいては国際社
会の中で、如何に協業的ネットワークを組んで、有機的に繋がりながら、効率
的、着実に推進していくかのシステム創りの試案を考察しています

2024
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環境関連法規制の遵守状況
緊急時想定・対応策の確認

本年度、自社でチェックした結果、違反・訴訟はありませんでした。
また関係当局よりの違反などの指摘は過去3年間ありません。

当社では環境関連法規遵守について、適用される環境関連法規及び条例の一覧を作成し、年1回の順守状況を確認し必要に応じ変更・改善
指導を行っております

法規制 遵守状況

環境基本法 〇

廃棄物処理法  〇

下水道法 〇

振動規制法 〇

騒音規正法 〇

消防法 〇

化学物質管理促進法(PRTR法) 〇

家電リサイクル法  〇

小型家電リサイクル法 〇

フロン排出抑制法 〇

上田市環境基本条例 〇

上田市廃棄物処理条例 〇

上田市下水道条例 〇

環境関連法規をまとめ定期的に遵守状態を確認しています

汚
水

当社では影響度の大きな緊急事態の想定を行い毎年取組みチェックを行っております。万が一緊急
事態が発生した際にも最小限の被害に抑えつつ速やかな関係各所への連絡、地域環境への被害を防
止できるよう取り組んでまいります

緊急時の想定・対応策の確認

対象物質（旧 PRTR管理物質） 塩化第二鉄

使用状況 排水処理設備
薬品に微量に含む

使用済インクやインク洗浄水を処理するための排水処理機においては、排
出基準の順守はもちろんのこと、建屋も新設し万が一処理槽が破損して処
理前の原水が建屋内で漏水しても、建屋内部の外周ピットから原水をタン
クに戻す仕組みがあり万全の漏洩防止策をとっております。これまでに処
理前の原水が外部へ流出したことはありません。

①少量危険物取扱貯蔵所から灯油が流出して隣接用水路に流入する恐れ 

②インク洗浄廃液処理設備の薬注ポンプ等の異常により処理不十分な排水
が公共下水路へ流出する恐れ 

【緊急事態 想定内容】

化学物質の適正管理に努めています

定期的に
pH/BOD/COD/SSなど
処理後の排水検査を行
い法令順守をチェック
しています

当社が該当する主な環境関連法規/条例

インク使用後の洗浄水を処理する廃液処理施設で排水処理のため使用している「塩化第二鉄
（政令番号1-71 ）」はこれまでＰRTR管理物質でしたが令和3年10月の化管法政令改正によ
り化管法の対象外となりました。
しかし、引き続きの管理体制を維持し環境へ影響を及ぼすことないように取り組みます。

当社の場合、日々の操業に
関して最も影響度が懸念さ
れることとして「加工音」
が想定されます。当然条例
に反するような騒音ではあ
りませんが、自主対応とし
て、近隣の住民の方への騒
音にも配慮して、防音壁を
設置したり、防音のシート
シャッタを導入しています

地域住民の皆様のご理解とご協力があるからこそ日々の事業運営ができていること
を全員が認識しご心配ご迷惑をおかけすることないよう、また地域環境に悪影響を
与えることがないよう法令順守、自主管理を徹底してまいります。

これまでもこれからも 
この地域で事業をおこなうということ

理念でもある「地域貢献」に徹し、地域の発展
と地域との「共存/共生」が今後も続けれられる
よう法令順守を徹底します
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代表者による全体評価と見直し

持続可能な社会への貢献と企業発展を目的とした新環境目標の初年度が終了しました。
結果として管理項目26目標のうち、達成は16項目、未達成が9項目、(現状把握項目1)となりました。
従来より継続している「環境負荷削減に貢献する取り組み」に加え、「本来実務業務に関連させた付加価値拡
大にもつながる新たな取り組み」目標の設定を行っての初年度でありましたが、成果を出すことができた取り
組みの一方で、課題（現時点での当社の弱点）も浮き彫りとなり次年度への活動の課題（ヒント）もでてきま
した。全社員と今期の取組結果を共有し来期へ向けてより改善できる対策を検討してまいります。

従来よりさらにより厳しい目標設定を行った、最もC02排出量削減に影響を及ぼす本社工場と塩田工場の電力
削減取組み（本社は対生産量比、塩田は使用量）においては、下期より販売（生産）が減少に転じたこと、ま
た塩田工場ではここ数年の設備更新（増強）を行ってきたことが要因で悪化（未達成）となりましたが、本目
標は来期へ引き継ぐ最重要課題としてあらためて取り組みの強化を指示してまいります。地球温暖化防止（＝
持続可能な社会づくり）に貢献するC02排出量削減は長期目標の「Vision2030」の目標項目でもあるため最重
要課題として取り組んでまいります。
反面、これまでの課題のひとつであった産業廃棄物排出量削減目標においては、今期において大きな成果を出
すことに成功いたしました。これまでなかなか削減がすすまなかった目標であり紆余曲折しておりましたが分
別管理の徹底、排出源の見極め、再利用化への取り組みを進めたことで、これまでで最小の排出量となりまし
た。特にサーキュラーエコノミーに寄与できる取り組みとなった、緩衝材サンテックフォーム端材を再生ＰE
袋原料として国内協力会社で利用する取り組みは持続可能性の実現に向けて大きな取り組み成果の一つとなり
ました。これは当社のみでは不可能な取り組みで他社との協業によるものであり環境コミュニケーション活動
における大きな成果となりました。

またSDGsに関する目標（Vision2030 ）にも貢献する、時間外労働時間を削減（生産性を上げ時間当たり効率
を高め時間外労働を減らすことで環境負荷も低減させていく）目標は3割近く前年度より削減させたことで大
きく環境負荷も削減でき（販売は増収）、全社での生産性の向上が見て取れます。さらなるムダ・ムリを排除
していきながら社員皆の働きやすい職場づくりとともに、環境負荷削減に取り組んでいくことを社員と共有し
てまいります。
より実務と直結した目標設定のひとつとして、破損品の削減（収益向上につなげるともに環境負荷を削減）に
も取り組んでいますが、新目標は発生件数と金額を工場管理分発生なのか事務所管理分発生なのかを責任の明
確化するために区分けして目標設定し活動を開始した結果、目標達成となりそれぞれが緊張感をもち取り組ん
でくれたことの成果も出てきており今後の更なる成果に期待できる目標となっています。

持続可能な社会の実現への貢献と企業成長につなげるための新中期3か年 環境目標がスタートして

また「第73環境経営レポート」が「エコアクション21オブザイヤー2023」において「優良賞」を受賞いた
しました。昨年度の銀賞、一昨年度の金賞（環境大臣賞）に続いて3年連続で入賞できたことは、これまで
取り組んできた社員皆の大きな喜び・今後の励み・やりがいにつながるものとなる大きな成果でした。エ
コアクション２１スタート時は単なる環境負荷の削減目標のみでしたが、当社の理念に基づく目標（地域
を守り豊かな自然環境を引き継ぎ地域の進歩発展に貢献していくことが自社の持続可能性にもつながるん
だという想い）を取り入れながら経営課題にも展開しはじめ、さらに社会の一員として広い視野からの
SDGsへの貢献もリンクさせる取り組みに進歩発展してきました。そのような社員皆の活動取り組みを評価
していただいたことはとても嬉しいことでした。環境面を中心とした社会と地域への貢献、そしてその取
り組みの中から生み出す自社の付加価値の向上＝自社の発展につなげていけるように今後も取り組んでま
いります。

毎月の発生事案の分析とＰＤＣＡを行いながら各自が細心の注意を払いながら行ってきた効果が特に金額面で
の目標で出すことができたことは付加価値拡大にもつながることとなり大きな成果でありました。
しかし一方では活動を進めていく中で課題もいくつか見えてきております。主な課題として
・電力削減に加え、排水量の削減が思うようにここ数年すすんでいない
・在庫回転率目標が、下期より販売減少したことで悪化（販売減少にともない在庫減少させる取り組みが進ま
なかった）
・環境/SDGsに配慮した設計提案件数が停滞義気（提案の弱体化）
・サンテックフォームのロス・端材の増加傾向（改善活動の停滞）
これらの反省すべき課題に対して来期以降、課題として再度取り組むこととなりますが各部署での活動強化に
期待するところであります。

自社単独の活動のみでなく環境コミュニケーション活動を通じてさらなる環境保全への貢献、地域発展を目指します

認証取得してから16年余りが経過してきた中で、持続可能な社会づくりに向けて事業活動で排出する環境
負荷を下げ、そして実務に直結（付加価値の拡大につなげる）する活動を進めてきましたが、ここ近年全
員の活動の成果が目に見えて出てきていることを実感しています。「環境活動」というものを理念の一部
ととらえることで当社の特徴・強みの一つとして位置づけ、包装材以外の分野においても環境に優しい素
材を活用して人々に喜んでもらえる新たな商品開発（ナッツロール等）も自社の周りの関係機関との連携
の中で生み出すことができております。
他者と連携し開発した環境配慮商品がふるさと納税返礼品として登録され地域活性化に貢献できたこと、
そして被災地支援活動を行ったことも自社単独では不可能な取り組みでした。コミュニケーションの重要
性を改めて認識する取り組みでした。
当社にとって社会貢献活動のひとつとして大きなやりがいにもつながっております。

私は環境活動は自社単独での活動だけでは削減、取り組み成果にも一定の限界があると考えており、取
引先をはじめ周りの関係機関・関係者とのつながりからお互いの意見交換やアドバイス・協業を通じその
中から新たなヒントを得てこれまで以上の更なる成果につなげていくことが重要ではないかと考えていま
す。今期はそれが改めて大きく認識できる年度となりました。引き続き積極的な環境ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動を通じ
て来期以降の更なる環境貢献/社会貢献のより大きな活動成果を目指してまいります。
エコアクション21は単なるエコ活動ではなく、理念達成の重要な活動になってきていることを社員と共有
しつつ、エコアクション21の取り組みを今後も推進してまいります。
引き続きの皆さまからのご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

2024年6月

代表取締役社長 鈴木由彦

理念達成に向けて更なる取り組みへ
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〒386-0041 
長野県上田市秋和940
TEL 0268-24-9500
https://compack.co.jp/
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